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　　The purpose of this paper is to make clear the differences between the Ryukyuan language 

of the diachronic document Okinawa Taiwa, chapter 6, “Travel” and modern Shuri dialect.

　　In this study, we translated the “Japanese” written in Okinawa Taiwa to modern Shuri 

dialect on the basis of the transcriptions of Shuri dialect speakers. Notes were put in remarks 

columns where translations differed depending on the speakers.

　　We also made diachronic study to compare this modern Shuri dialect material and the 

Shuri dialect in Okinawa Taiwa written in the Meiji Era.

　　As a result, we confirmed that there were some differences between them in vocabulary 

and grammar.

　　Especially remarkable is the adverb “DUTTU”.  It was found that it is rarely used in 

modern Shuri dialect.

　　We clarified that “DUTTU” in the Meiji Era was often used to modify other adverbs and 

adjectives, and that in modern Shuri dialect “YUFUDU”, “IPPE”, “YUKAI” and other words are 

used in place of “DUUTU”.
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はじめに

　本稿は仲原・比嘉・仲里・新垣・国吉（2012）、仲原・比嘉・仲里・新垣・国

吉（2013）、仲原・仲里・新垣・国吉（2014）、仲原・仲里・新垣・國吉・渡名

喜・山田・大道（2015）、仲原・仲里・新垣・国吉・渡名喜・山田・大道（2016）

（以下、仲原他2012、仲原他2013、仲原他2014、仲原他2015、仲原他2016と称

する）の続編であり、明治13（1880）年発行の『沖縄対話』に記載された琉球

語と現代首里方言の比較のための基礎的研究である註１。本稿では「第六章 旅

行ノ部註２」を対象としたものであり、我々が行っている研究会註３にて得られ

た成果である。

　本研究の目的は、現代首里方言がどのような経緯を経て、現在のような言語

体系を構築したのか、という通時的な研究を明らかにするための近代の言語資

料として重要な資料である『沖縄対話』と現代首里方言との差異を明らかにす

ることである。それによって、変容しつづける「言語」の宿命のなかで、首里

方言のどの部分が変わらずに遣い続けられ、生き残っているのか、また、どの

部分に変化がみられるのかについて丁寧に調べることで、相違点を明らかにす

ることができる。この研究を積み重ねていけば、首里方言が今後どのように変

容していくのかという推測を行うこともできるだろう。

　これまで、仲原他（2012 ～ 2016）でも述べたように、『沖縄対話』の本文に

付された「琉球語」は、首里方言のなかでも「貴族語」と称されている現在の

首里方言で「ウドゥントゥンチ註４」と呼ぶ家柄の人々のことばである註５。し

かし、現在はこのことばの元になった琉球国の身分制度そのものが消滅してい

ること、その影響が残っていた戦前までに言語形成期を迎えた貴族語を話す

人々がかなり少なくなったことなどから、十分な調査ができない状況にある。

よって本稿では、首里方言のうち、旧士族階級（サムレーなどと称する階級）

のことばを中心とした翻訳をおこなった。

　現代首里方言訳を行う手順は以下の通りである。まず、『沖縄対話』の「日本語」

の「標準語」の部分を読み上げ、続いて明治期の首里方言を読み上げる。こう

することで、『沖縄対話』の「本文」の「日本語」のうち、意味の取りにくいと

ころも「明治期の琉球語」により、日本語文の内容を間違うことなく把握する
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ことができた。その後、明治期の「琉球語」と「現代首里方言」との違いについ

て議論するが、手始めに仲原が研究会の参加メンバーへのうち、話者註６になる

方々から聞き取りを行い、そこで得られた対訳をもとに、メンバーの生まれた

年代や首里のなかの生育地域により、発音や表現の違いがみられないかどうか

を皆で議論する。その議論をまとめて現代の首里方言として使用できるものを

以下の表で「現代首里方言」として示した。なお、話者により対訳に差がみら

れる場合は「備考」欄に注記した。左側には、『沖縄対話』の「本文」を現代

日本語の表記法に改めたものを比較資料として提示した（詳しくは「凡例」を

参照）。

　なお、本稿の「底本」は『琉球語便覧』収載の『沖縄対話』である。その主

たる理由は『琉球語便覧』に「『沖縄對話』編纂の目的からいふと日本語が主

で琉球語は従であつたから、當時は琉球語の假名遣ひには餘り注意が拂はれな

かつたが、『琉球語便覽』出版の目的からいふと、むしろ琉球語が主で日本語

が従になつてゐるから、こゝでは琉球語の假名遣
ママ

が一入重要になつて來る譯で

ある。ところが琉球語の音韻には假名では到底書きあらはせないのがあるから、

假名の上に●點などを附して之を書きあらはす約束を設けなければならないや

うになつた。それでもなほ盡せないところがあるので、琉球出身の文學士にし

て琉球研究者なる伊波普猷氏に乞うて別に之を羅
ロー

馬
マ

字
ナイズ

で寫して貰つたから比較

的正確に寫されてゐると思ふ」（糖業研究会出版部1916：1-2）と述べられ、本

文の横にローマ字表記が施されているためである。このローマ字によって読む

ことができた箇所が何カ所もあった。
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凡例

１．「底本」の『琉球語便覧』の本文（和文）、本文（片仮名）も表に取り入れ、

明治期の首里方言と現在（平成）の首里方言を対照できるようにした。

２．『琉球語便覧』本文の和文表記は漢字カタカナ交じり文で書かれており、

表記も「歴史的仮名遣い」「旧字体」であるが、本稿では読みやすさを考慮

し「現代仮名遣い」「新字体」に改め、「漢字カタカナ交じり文」を「漢字ひ

らがな交じり文」に改めた。このほか、本文の表記に際し、漢字に振られた

カタカナ表記のルビも同様に「ひらがな」にし、漢字の後に（ ）で示した。

また、踊り字は本字に置き換えた。

３．『琉球語便覧』の「標準語」の「本文」に併記された「琉球語」は「カタ

カナ表記」であり、左記に引用したように補助記号として「・」（圏点）が

付されている。しかし、圏点は非常に小さく見づらいため、読み手が読み誤

りやすい。本稿ではこの圏点を採用せず、簡易音韻表記として音韻的なカタ

カナ表記で記述した（「テ
4

」＝「ティ」、「デ
4

」＝「ディ」、「ト
4

」＝「トゥ」、「ド
4

」

＝「ドゥ」、「ヒ
4

」＝「フィ」、「ヘ
4

」＝「フェ」、「ホ
4

」＝「フォ」、「シ
4

」＝「スィ」、「ヅ
4

」

＝「ズィ」、「ツ
4

」＝「ツィ」、「イ
4

」＝「イィ」、「ウ
4

」＝「ウゥ」と表記〔音

価は『琉球語便覧』のローマ字を参考にした〕）。なお、長母音は「ー」で表

記し、『沖縄対話』のカタカナ表記「子」は「ネ」に改めた。

４．現代首里方言の記述は、広く一般に利用してもらえるように音声的仮名表

記にした。片仮名表記は西岡・仲原（2006[2000]：192-193）の表記を採用

したが、句読点に関しては現代日本語に準じて補って示した。ちなみに、首

里方言には特殊な発音がいくつかみられるため、以下のように特殊な片仮名

で表記する。

　　「ッワ」　「ッヤ」　「ッン」　「ッウィ」　「ッウェ」　「ウゥ」　「イィ」　「ン」

　　 /ʔwa/　 /ʔja/　 /ʔN/　　/ʔwi/　　 /ʔwe/　　 /'u/　　/'i/　　/'N/　　

５．会話文は、一つ一つの会話を一つの枠内に入れた。会話文の区別については『沖

縄対話』を参照した。『沖縄対話』では話者を○、○○で区別しているが、い

くつか適合しない部分もあった。本稿では、同一人物が発したとみられるセリ

フは同じ枠に入れた。なお、会話文には回ごとに通し番号（No）を付した。
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■第六章 旅行ノ部 第一回 

No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

1 p.72 東京への御出立は何日でござります

か。 

トウキョーンカイヌ ウンジタチェー イツィガ 

ヤヤビーラ。  

2 p.72 未だ决定は致されませぬが何れ五

六日の内でござりましょう。 

マーダ チワマラノー アヤビースィガ チャ

ーシン グルクニチヌウチ ヤラ ハヅィ ヤ

ビーン。 

3 p.72 船は何へ御乗りになりますか。 フネーヌー ウヌイィミシェービーガ。 

4 p.72 赤龍丸の積りでござります。 シキリューマルヌ カンゲー ヤヤビーン。 

5 p.72 何つ頃入港致します。 イツィグル イヤビーガ。 

6 p.72 二三日の内には参りましょう。 ニサンニチヌ ウチネー イーラ ハヅィ デ

ービル。 

7 p.72 誰にか御尋ねなされましたか。 ターンカイン ウタンニミシェーガ シャビタ

ラ。 

8 p.72 豊瑞丸の船長に聞きました。 ホーズイマルヌ シンチョーカラ チチャビ

タン。 

9 p.73 それでは、もう、鹿児島迄は参りて居

りましょう。 

アンシェー ナー カグシママデー チョー

ラ ハヅィ デービル。 

10 p.73 大島迄は豊瑞丸と一處に来(き)まし

た様子でござります。 

ウーシママデー ホーズイマルトゥ マジュ

ーン チョール ヨースィ ヤヤビーン。 

11 p.73 左様でござりますか。それでは今に

入るかも知りませぬが御仕舞方(しま

いかた)は如何でござります。 

アンヤヤビーミ。 アンシェー ナマガイーラ 

ワカヤビランスィガ ウシメーガター チャー

ヤヤビーガ。 

12 p.73 難有うござります。もう、大概仕舞い

ました。 

ミフェーデービル。 ナーイィークル シメー

トーヤビーン。 

13 p.73 此度は大阪へも御立寄りでござりま

すか。 

クンドー ウーザカンカイン イメンシェービ

ーミ。 

14 p.73 序(ついで)に見物致す積りでおりま

す。 

ツィディニ チンブツィシュル カンゲー ヤ

ヤビーン。 

15 p.73 何日位の御滯留でござりましょう。 イッカグレーヌ グテールー ヤヤビーガ。 

16 p.73 十日ばかり居りましたら大概見物も

出来ましょうかと思います。 

トゥカヌ シャク ウゥイドゥンセー イィーク

ル チンブツィン シーヤサンカヤーンデー 

ウムトーヤビーン。 

■第六章 旅行ノ部 第一回 

No 現代首里方言 備考欄 

1 トウキョーンカイェー イチ *メンシェービー

ガ。  

*「いらっしゃるのですか」に対応する語形。また、「タ

チミシェーガ」（発ちなさるのですか）でもよい。 

2 *マーダ キマテー ウゥイィビランシガ、チャ

ーシン **グルクニチヌウチ ヤル ハジ ヤイ

ィビーン。 

*「ナーダ」でもよい。 

*林氏は「グルクニチウチドゥ ヤイィビーラ ハジ」

がよいという。 

3 ヌーヌ フニンカイ *ヌ(イィ)ミシェービーガ。 *「ヌイィミシェービーガ」は通常は「ヌミシェービーガ」のように「イィ」

が省略された語形を用いるが、丁寧に言うときは入れてもよい。 

4 セキリューマルンカイ ヌイィル カンゲー ヤ

イィビーン。 

 

5 イチグル イヤビーガ。  

6 ニサンニチウチネー イール ハジ  

ヤイィビーン。 

 

7 ターガナンカイ *チチミシェービティー？ *国吉氏は「ウチチニ ナミシェービィティー？」がよい

という。 

8 ホーズイマルヌ センチョーカラ チチャビタ

ン。 

 

9 アンシェー ナー カゴシママデー チョール 

ハジ ヤイィビーン。 

 

10 オーシママデー ホーズイマルトゥ マジュン 

チョール *ヨーシ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ヨース」がよいという。 

11 アン ヤイィビーミ？ アンシェー *ナマガ 

**イーラ ワカイィビランシガ、***タビジコーイ

ェー チャー ヤイィビーガ？ 

*「ナマニン」でもよい。 
**渡名喜氏は「イーガ スラ」がよいという。 
***林氏は「ウシタコー」がよいという。 

12 ニフェー デービル。 ナー イィークル *ナト

ーイィビーン。 

*国吉氏は「シマチョーイィビ－ン」がよいという。 

13 クンドー オーサカンカイン メンシェービー

ミ。 

 

14 チーディニ *ミームンスル カンゲー ヤイィ

ビーン。 

*渡名喜氏は「ケンブツスル」、林氏は「マーティ ン

ジュル」がよいという。 

15 チャヌアタイ *ユードゥ シミシェービーガ。 *渡名喜氏は「トゥマイィ ミシェービガ」がよいという。 

16 *トゥカヌ サク ウゥイドゥンシェー イィークル 

ミームン **シーヤサンガヤーンディ ウムトー

イィビーン。 

*国吉氏は「トゥカフドゥ」がよいという。 
**国吉氏は「シマサンガヤーンディ」がよいという。また、

渡名喜氏は「ナイィビランガヤーンディ」がよいという。 
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■第六章 旅行ノ部 第一回 

No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

1 p.72 東京への御出立は何日でござります

か。 

トウキョーンカイヌ ウンジタチェー イツィガ 

ヤヤビーラ。  

2 p.72 未だ决定は致されませぬが何れ五

六日の内でござりましょう。 

マーダ チワマラノー アヤビースィガ チャ

ーシン グルクニチヌウチ ヤラ ハヅィ ヤ

ビーン。 

3 p.72 船は何へ御乗りになりますか。 フネーヌー ウヌイィミシェービーガ。 

4 p.72 赤龍丸の積りでござります。 シキリューマルヌ カンゲー ヤヤビーン。 

5 p.72 何つ頃入港致します。 イツィグル イヤビーガ。 

6 p.72 二三日の内には参りましょう。 ニサンニチヌ ウチネー イーラ ハヅィ デ

ービル。 

7 p.72 誰にか御尋ねなされましたか。 ターンカイン ウタンニミシェーガ シャビタ

ラ。 

8 p.72 豊瑞丸の船長に聞きました。 ホーズイマルヌ シンチョーカラ チチャビ

タン。 

9 p.73 それでは、もう、鹿児島迄は参りて居

りましょう。 

アンシェー ナー カグシママデー チョー

ラ ハヅィ デービル。 

10 p.73 大島迄は豊瑞丸と一處に来(き)まし

た様子でござります。 

ウーシママデー ホーズイマルトゥ マジュ

ーン チョール ヨースィ ヤヤビーン。 

11 p.73 左様でござりますか。それでは今に

入るかも知りませぬが御仕舞方(しま

いかた)は如何でござります。 

アンヤヤビーミ。 アンシェー ナマガイーラ 

ワカヤビランスィガ ウシメーガター チャー

ヤヤビーガ。 

12 p.73 難有うござります。もう、大概仕舞い

ました。 

ミフェーデービル。 ナーイィークル シメー

トーヤビーン。 

13 p.73 此度は大阪へも御立寄りでござりま

すか。 

クンドー ウーザカンカイン イメンシェービ

ーミ。 

14 p.73 序(ついで)に見物致す積りでおりま

す。 

ツィディニ チンブツィシュル カンゲー ヤ

ヤビーン。 

15 p.73 何日位の御滯留でござりましょう。 イッカグレーヌ グテールー ヤヤビーガ。 

16 p.73 十日ばかり居りましたら大概見物も

出来ましょうかと思います。 

トゥカヌ シャク ウゥイドゥンセー イィーク

ル チンブツィン シーヤサンカヤーンデー 

ウムトーヤビーン。 

■第六章 旅行ノ部 第一回 

No 現代首里方言 備考欄 

1 トウキョーンカイェー イチ *メンシェービー

ガ。  

*「いらっしゃるのですか」に対応する語形。また、「タ

チミシェーガ」（発ちなさるのですか）でもよい。 

2 *マーダ キマテー ウゥイィビランシガ、チャ

ーシン **グルクニチヌウチ ヤル ハジ ヤイ

ィビーン。 

*「ナーダ」でもよい。 

*林氏は「グルクニチウチドゥ ヤイィビーラ ハジ」

がよいという。 

3 ヌーヌ フニンカイ *ヌ(イィ)ミシェービーガ。 *「ヌイィミシェービーガ」は通常は「ヌミシェービーガ」のように「イィ」

が省略された語形を用いるが、丁寧に言うときは入れてもよい。 

4 セキリューマルンカイ ヌイィル カンゲー ヤ

イィビーン。 

 

5 イチグル イヤビーガ。  

6 ニサンニチウチネー イール ハジ  

ヤイィビーン。 

 

7 ターガナンカイ *チチミシェービティー？ *国吉氏は「ウチチニ ナミシェービィティー？」がよい

という。 

8 ホーズイマルヌ センチョーカラ チチャビタ

ン。 

 

9 アンシェー ナー カゴシママデー チョール 

ハジ ヤイィビーン。 

 

10 オーシママデー ホーズイマルトゥ マジュン 

チョール *ヨーシ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ヨース」がよいという。 

11 アン ヤイィビーミ？ アンシェー *ナマガ 

**イーラ ワカイィビランシガ、***タビジコーイ

ェー チャー ヤイィビーガ？ 

*「ナマニン」でもよい。 
**渡名喜氏は「イーガ スラ」がよいという。 
***林氏は「ウシタコー」がよいという。 

12 ニフェー デービル。 ナー イィークル *ナト

ーイィビーン。 

*国吉氏は「シマチョーイィビ－ン」がよいという。 

13 クンドー オーサカンカイン メンシェービー

ミ。 

 

14 チーディニ *ミームンスル カンゲー ヤイィ

ビーン。 

*渡名喜氏は「ケンブツスル」、林氏は「マーティ ン

ジュル」がよいという。 

15 チャヌアタイ *ユードゥ シミシェービーガ。 *渡名喜氏は「トゥマイィ ミシェービガ」がよいという。 

16 *トゥカヌ サク ウゥイドゥンシェー イィークル 

ミームン **シーヤサンガヤーンディ ウムトー

イィビーン。 

*国吉氏は「トゥカフドゥ」がよいという。 
**国吉氏は「シマサンガヤーンディ」がよいという。また、

渡名喜氏は「ナイィビランガヤーンディ」がよいという。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

17 p.73-

74 

何か御注文はござりませぬか。 ヌーン ウチュームノーネー ミシェービラ

ニ。 

18 p.74 誠に申上兼ますが、些(ち)と御願い致

しとうござります。 

ジントー ウンヌキーグリシャーアヤビースィ

ガ ウフェー ウダヌミ シーテーンディ ウ

ムトーヤビーン。 

19 p.74 何なりとも御えんりょなく仰せ下されま

せ。 

ヌーヤラワン グイィンルミショーラングトゥミ

シェービリ。 

20 p.74 難有うござります。 ミフェーデービル。 

21 p.74 左様なら良き石板とラープルを御送り

下されませ。 

アンドゥンヤラー イィー シキバントゥ ラー

プルトゥ ムタチウタビミシェービリ。  

22 p.74 御やすいことでござります。それ丈け

でござりますか。 

ウレー ドゥーヤスィイ クトゥドゥ ヤヤビー

ル。 ウッサガ ヤヤビーラ。 

23 p.74 種々(いろいろ)ごなんだいあります

が、御召縮緬(おめしちりめん)の単衣

(ひとえじ)を一反御求め下されませ。 

イルイル グミンドーヤ ヤヤビースィガ ウミ

シチリミンヌチームン イッタノー ウムトゥミミ

ショーチ ウタビミシェービリ。 

24 p.74 私も序でがありますから一処に求めて

御送り申しましょう。 

ワンニン ツィイディヌアヤビークトゥ マジュ

ーン ムトゥミティ アギラシャビラ。 

■第六章 旅行ノ部 第二回 

No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

1 p.75 貴方は伊勢参宮(いせさんぐ)をなされ

たと承りましたが、何時頃(いつごろ)御

越しになりましたか。 

ウンジョー イセサンチー ミショーチャンン

ディ イチ チチャビタスィガ イツィグル イ

メンシェービタガ。 

2 p.75 八月の中頃から立ました当月の初め

に帰りました。 

ハチグヮツィヌ ナカグルニ タッチ クンヅ

ィチヌ ハジミニ ケーヤビタン。 

3 p.75 神戸(こうべ)までは汽船でござりました
が。 

コーベマデー フニカラガ ヤヤビータラ。 

4 p.75 左様でござりました。 アンヤヤビータン。 

5 p.75 夫れから本街道を御越しになりました

か。 

ウリカラー フンドーカラガ イメンシェービタ

ラ。 

6 p.75 往(ゆ)きは本道(ほんみち)を参りまして

帰りは伊賀越(いがごえ)を致しました。 

イチーネー フンドーカラ ンジ ケーイィー

ネー イガゴエ トゥーヤビタン。 

7 p.75 それでは汽車に御乗りでござりました

か。 

アンシェー キシャ ウヌミシェーガ シャビ

タラ。 

8 p.75 はい、参り掛けには神戸の停車場(す

てーしょん)より西京(さいきょう)迄乗り

て往きました。 

ウー、イチーネー コーベヌ ステーションカ

ラ サイチョーマディ ヌティ イチャビタン。 

No 現代首里方言 備考欄 

17 ヌーン チュームノー ネーミシェービラニ。 
 

18 ジントー ウンヌキーグリサーアイィビーシガ、

ウフェー ウタヌミシェーヤーンディ ウムトー 

イィビーン。 

 

19 ヌー ヤラワン グイィンロー シミソーラング

トゥ *シミシェービリ。 

*林氏は「ウンヌキミシェービリ」がよいという。 

20 ニフェーデービル。  

21 アンドゥンヤレー イィー シキバントゥ ラープ

ルトゥ *ムタチウタビミシェービリ。  

*渡名喜氏は「ウクティクィミシェービリ」がよいとい

う。 

22 ウレー *ドゥーヤシー クトゥドゥ ヤイィビー

ル。 ウッサガ ヤイィビーラ。 

*「ドゥーヤッサル」ともいう。 
 

23 イルイル グミンドーヤ ヤイィビーシガ、オメ

シチリメンヌ チームン イッタノー ウムトゥミミ

ソーチ クィミシェービリ。 

 

24 ワンニン チーディヌ アイィビークトゥ、マジュ

ン ムトゥミティ ウクティ *ウサギヤビラ。 

*大道氏は「ウサギヤビーサ」がよいという。 
 

■第六章 旅行ノ部 第二回 

No 現代首里方言 備考欄 

1 

 

 

ウンジョー イセサングー シミソーチャンディ 

*チチャビタシガ、イチグル ッメンシェービタ

ガ。 

*国吉氏は「チチューイィビーシガ」がよいという。 
 

2 ハチグヮチヌ ナカグルニ タッチ、*クンチチヌ 

ハジミニ **ケーイィビタン。 

*林氏は「クヌチチ」がよいという。 
**大道氏は「ケーヤビタン」がよいという。 

3 コーベマデー *フニカラガ ヤイィビータラ。 *「フニカラドゥ ヤイィビーティー」でもよい。 

4 アン ヤイィビータン。  

5 ウリカラー ホンドーカラ メンシェービティー。  

6 イチーネー ホンドーカラ ッンジ ケーイィ

（ー）ネー *イガゴエ トゥーイィビタン。 

*渡名喜氏は「イガトゥーティチャービタン」がよいと

いう。 

7 アンシェー *キサンカイ ヌミシェービティー。 *大道氏は「キシャ」がよいという。 

8 ウー、イチーネー コーベヌ エキカラ サイ

キョーマディ ヌティ イチャビタン。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

17 p.73-

74 

何か御注文はござりませぬか。 ヌーン ウチュームノーネー ミシェービラ

ニ。 

18 p.74 誠に申上兼ますが、些(ち)と御願い致

しとうござります。 

ジントー ウンヌキーグリシャーアヤビースィ

ガ ウフェー ウダヌミ シーテーンディ ウ

ムトーヤビーン。 

19 p.74 何なりとも御えんりょなく仰せ下されま

せ。 

ヌーヤラワン グイィンルミショーラングトゥミ

シェービリ。 

20 p.74 難有うござります。 ミフェーデービル。 

21 p.74 左様なら良き石板とラープルを御送り

下されませ。 

アンドゥンヤラー イィー シキバントゥ ラー

プルトゥ ムタチウタビミシェービリ。  

22 p.74 御やすいことでござります。それ丈け

でござりますか。 

ウレー ドゥーヤスィイ クトゥドゥ ヤヤビー

ル。 ウッサガ ヤヤビーラ。 

23 p.74 種々(いろいろ)ごなんだいあります

が、御召縮緬(おめしちりめん)の単衣

(ひとえじ)を一反御求め下されませ。 

イルイル グミンドーヤ ヤヤビースィガ ウミ

シチリミンヌチームン イッタノー ウムトゥミミ

ショーチ ウタビミシェービリ。 

24 p.74 私も序でがありますから一処に求めて

御送り申しましょう。 

ワンニン ツィイディヌアヤビークトゥ マジュ

ーン ムトゥミティ アギラシャビラ。 

■第六章 旅行ノ部 第二回 

No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

1 p.75 貴方は伊勢参宮(いせさんぐ)をなされ

たと承りましたが、何時頃(いつごろ)御

越しになりましたか。 

ウンジョー イセサンチー ミショーチャンン

ディ イチ チチャビタスィガ イツィグル イ

メンシェービタガ。 

2 p.75 八月の中頃から立ました当月の初め

に帰りました。 

ハチグヮツィヌ ナカグルニ タッチ クンヅ

ィチヌ ハジミニ ケーヤビタン。 

3 p.75 神戸(こうべ)までは汽船でござりました
が。 

コーベマデー フニカラガ ヤヤビータラ。 

4 p.75 左様でござりました。 アンヤヤビータン。 

5 p.75 夫れから本街道を御越しになりました

か。 

ウリカラー フンドーカラガ イメンシェービタ

ラ。 

6 p.75 往(ゆ)きは本道(ほんみち)を参りまして

帰りは伊賀越(いがごえ)を致しました。 

イチーネー フンドーカラ ンジ ケーイィー

ネー イガゴエ トゥーヤビタン。 

7 p.75 それでは汽車に御乗りでござりました

か。 

アンシェー キシャ ウヌミシェーガ シャビ

タラ。 

8 p.75 はい、参り掛けには神戸の停車場(す

てーしょん)より西京(さいきょう)迄乗り

て往きました。 

ウー、イチーネー コーベヌ ステーションカ

ラ サイチョーマディ ヌティ イチャビタン。 

No 現代首里方言 備考欄 

17 ヌーン チュームノー ネーミシェービラニ。 
 

18 ジントー ウンヌキーグリサーアイィビーシガ、

ウフェー ウタヌミシェーヤーンディ ウムトー 

イィビーン。 

 

19 ヌー ヤラワン グイィンロー シミソーラング

トゥ *シミシェービリ。 

*林氏は「ウンヌキミシェービリ」がよいという。 

20 ニフェーデービル。  

21 アンドゥンヤレー イィー シキバントゥ ラープ

ルトゥ *ムタチウタビミシェービリ。  

*渡名喜氏は「ウクティクィミシェービリ」がよいとい

う。 

22 ウレー *ドゥーヤシー クトゥドゥ ヤイィビー

ル。 ウッサガ ヤイィビーラ。 

*「ドゥーヤッサル」ともいう。 
 

23 イルイル グミンドーヤ ヤイィビーシガ、オメ

シチリメンヌ チームン イッタノー ウムトゥミミ

ソーチ クィミシェービリ。 

 

24 ワンニン チーディヌ アイィビークトゥ、マジュ

ン ムトゥミティ ウクティ *ウサギヤビラ。 

*大道氏は「ウサギヤビーサ」がよいという。 
 

■第六章 旅行ノ部 第二回 

No 現代首里方言 備考欄 

1 

 

 

ウンジョー イセサングー シミソーチャンディ 

*チチャビタシガ、イチグル ッメンシェービタ

ガ。 

*国吉氏は「チチューイィビーシガ」がよいという。 
 

2 ハチグヮチヌ ナカグルニ タッチ、*クンチチヌ 

ハジミニ **ケーイィビタン。 

*林氏は「クヌチチ」がよいという。 
**大道氏は「ケーヤビタン」がよいという。 

3 コーベマデー *フニカラガ ヤイィビータラ。 *「フニカラドゥ ヤイィビーティー」でもよい。 

4 アン ヤイィビータン。  

5 ウリカラー ホンドーカラ メンシェービティー。  

6 イチーネー ホンドーカラ ッンジ ケーイィ

（ー）ネー *イガゴエ トゥーイィビタン。 

*渡名喜氏は「イガトゥーティチャービタン」がよいと

いう。 

7 アンシェー *キサンカイ ヌミシェービティー。 *大道氏は「キシャ」がよいという。 

8 ウー、イチーネー コーベヌ エキカラ サイ

キョーマディ ヌティ イチャビタン。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

9 p.76 迅(はや)く御着(おつき)になりましたで

ござりましょう。 

フェーク ウツィチミショーチャラ ハヅィ デ

ービル。 

10 p.76 午前八時に出ましたが凡そ一時間位

で西京に着きましたゆえ其日は北野

(きたの)の天満宮(てんまんぐう)賀茂

(かも)の社(やしろ)抔へ参詣(さんけい)

致しまして其末嵐山(あらしやま)までも

見物致しました。 

アサヌ ハチジニ ンジ ヤビタスィガ ウー

カタ イチジカングレー ウゥテー サイチョ

ー ツィチャビタクトゥ ウヌフィーヤキタヌヌ

ティンマングー カムヌヤシルンデー サン

チーッシ ウリカラ アラシヤママディ チン

ブチ シャビタン。 

１1 p.76 今は汽車がござりますで余程(よほど)

便利でござりましょう。 

ナマー キシャヌ アヤビークトゥ ドゥットゥ 

ジュンニナトーヤビーサーヤー。 

12 

 

p.76 左様でござります。昔とは違(ちが)いま

した仮令假令(たとい)汽車のない処で

も人力車(じんりきしゃ)がありますから

誠に旅行は都合がよろしうござりま

す。 

アンデービル。 ンカシトーカワティ タトゥイ

キシャヌ ネーン トゥクルヤティン クルマヌ 

アヤビークトゥ ドゥットゥ タベー タユイィヌ 

ユタシク ナトーヤビーン。 

13 p.76 近江(おうみ)八景は御覧なされました

か。 

オーミヌ ハッチーヤ ウミカキミシェーガ 

シャビタラ。 

14 p.76-

77 

別段廻ては見ませなんだがあの名高

き膳所(ぜぜ)の城(しろ)へは鎮台分営

(ちんだいぶんえい)が建築(けんちく)

になりましたで矢張り昔の様に奇麗な

景色でござります。 

ビツィダン ミグテーナービランタスィガ ア

ヌ ナダケー ゼゼヌ グスィクネー チンダ

イブンエイ ツィクティ チョードゥ ンカシヌ 

グトゥイィー チーチ ヤヤビーン。 

 

 

15 p.77 鈴鹿峠(すずかとうげ)は随分(ずいぶ

ん)険峻(けわしく)ござりましたが広き道

が出来た様子でありますから昔の様に

はありますまい。 

スズカトーゲー ドゥットゥ ナンジュ ヤヤビ

ータスィガ ミチヌ フィルク ナトール ヨー

スィ ヤヤビークトゥ ンカシヌ グトー アラ

ン ハヅィ デービル。 

16 p.77 左様でござります。道も大分よくなりて

おりまするし殊に彼(あ)の筆捨(ふです

て)山の景伊勢の海抔を眺まして余り

苦にもなりませなんだ。 

アンデービル。 ミチン ドゥットゥ ユタシク 

ナトーイィ ウヌウイ アヌ フディスィティヤマ

ヌ チーチ イセヌ ウミンデー ナガミティ 

アンマディ クルシミネー ナヤビランタン。 

17 p.77 御泊りは何の宿(しゅく)でござりました

か。 

ウドゥマイィ ミショーチャセー マーヌ シュ

クガ ヤヤビータラ。 

18 p.77 未だ早うはござりましたが坂(さか)の下

駅(したえき)で泊りました。 

マーダ フェーサー アヤビータスィガ サ

カヌシタエキナカイ トゥマヤビタン。 

19 p.77 それでは翌日津駅(つえき)迄御越しに

なりましたか。 

アンシェー ナーチャー ツエキマディ イメ

ンシェーガシャビタラ。 

No 現代首里方言 備考欄 

9 フェーク *チチミソーチャンディ ウムトーイィ

ビーシガ、チャー ヤイィビーガ。 

*「ウチチミソーチャンディ」でもよい。 

10 アサヌ ハチジニ ッンジヤビタシガ、ウーカタ 

イチジカングレーウゥテー サイキョーンカイ 

チチャビタクトゥ、ウヌ フィーヤ キタノティン

マングー、カモヌ ヤシロンデー *ウゥガミー

ッシ ウリカラ アラシヤママディ **ケンブツ 

サビタン。  

*大道氏は「ウゥガディ」がよいという。 

**国吉氏は「チンブチ」がよいという。 

 

11 ナマー キシャヌ アイィビークトゥ、*ユフドゥ 

ベンリ ナトーイィビーッサーヤー。 

*国吉氏は「ユカイ（ネー）」がよいという。 

12 アン ヤイィビーン。 ンカシトー カワティ、タト

ゥイ キシャヌ ネーン トゥクルヤティン、クル

マヌ アイィビークトゥ、 *イッペー タベー 

**チゴー ユタシク ナトーイィビーン。 

*国吉氏は「イィー サコー」がよいという。 

**国吉氏は「イィー アンベー」がよいという。 

13 オーミハッケーヤ ウミカキミシェービティー。  

14 *ビチダン ミグテー**ナービランタシガ、アヌ 

ナーヌ タッチョール ゼゼヌ グシクネー チ

ンダイブンエー チュクティ、チョードゥ ンカ

シヌ グトゥ イィー ***チーチ ヤイィビー

ン。 

*国吉氏は「カワティ」がよいという。 

**渡名喜氏は「ウイィビラン」がよいという。 

***「チーチ」は80代以上の話者がよく使用する単語である。

70代以下は、「イィー チーチ」だと「よい景色」ではなく、

「良い気持ち」の意で使用されるため、「景色」の意で使用す

る場合は「チシチ」を使用する。本稿では80代以上の話者の使

用する「チーチ」で示す。 

15 スズカトーゲー ユフドゥ ナンジュドゥクル ヤ

イィビータシガ、ミチヌ フィルク ナトール ヨ

ーシ ヤイィビークトゥ、ンカシヌ グトー アラ

ン ハジ ヤイィビーン。 

 

16 アン ヤイィビーン。 ミチン イッペー マシ 

ナトーイィ ウヌ ッウィー アヌ フデステヤマ

ヌ チーチ イセヌ ウミンデー ナガミティ ア

ンマディ ナンジェー アイィビランタン。 

 

17 ウトゥマイィ ミソーチャシェー、マーヌ シュク

ガ ヤイィビータラ。 

 

18 マーダ フェーサー アイィビータシガ、サカヌ

シタエキ*ナカイ トゥマイィビタン。 

*70 代の話者のなかには、ここで「ンカイ」を使用する

人もいる。 

19 アンシェー ナーチャー ツエキマディ ッメン

シェーガ サビタラ。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

9 p.76 迅(はや)く御着(おつき)になりましたで

ござりましょう。 

フェーク ウツィチミショーチャラ ハヅィ デ

ービル。 

10 p.76 午前八時に出ましたが凡そ一時間位

で西京に着きましたゆえ其日は北野

(きたの)の天満宮(てんまんぐう)賀茂

(かも)の社(やしろ)抔へ参詣(さんけい)

致しまして其末嵐山(あらしやま)までも

見物致しました。 

アサヌ ハチジニ ンジ ヤビタスィガ ウー

カタ イチジカングレー ウゥテー サイチョ

ー ツィチャビタクトゥ ウヌフィーヤキタヌヌ

ティンマングー カムヌヤシルンデー サン

チーッシ ウリカラ アラシヤママディ チン

ブチ シャビタン。 

１1 p.76 今は汽車がござりますで余程(よほど)

便利でござりましょう。 

ナマー キシャヌ アヤビークトゥ ドゥットゥ 

ジュンニナトーヤビーサーヤー。 

12 

 

p.76 左様でござります。昔とは違(ちが)いま

した仮令假令(たとい)汽車のない処で

も人力車(じんりきしゃ)がありますから

誠に旅行は都合がよろしうござりま

す。 

アンデービル。 ンカシトーカワティ タトゥイ

キシャヌ ネーン トゥクルヤティン クルマヌ 

アヤビークトゥ ドゥットゥ タベー タユイィヌ 

ユタシク ナトーヤビーン。 

13 p.76 近江(おうみ)八景は御覧なされました

か。 

オーミヌ ハッチーヤ ウミカキミシェーガ 

シャビタラ。 

14 p.76-

77 

別段廻ては見ませなんだがあの名高

き膳所(ぜぜ)の城(しろ)へは鎮台分営

(ちんだいぶんえい)が建築(けんちく)

になりましたで矢張り昔の様に奇麗な

景色でござります。 

ビツィダン ミグテーナービランタスィガ ア

ヌ ナダケー ゼゼヌ グスィクネー チンダ

イブンエイ ツィクティ チョードゥ ンカシヌ 

グトゥイィー チーチ ヤヤビーン。 

 

 

15 p.77 鈴鹿峠(すずかとうげ)は随分(ずいぶ

ん)険峻(けわしく)ござりましたが広き道

が出来た様子でありますから昔の様に

はありますまい。 

スズカトーゲー ドゥットゥ ナンジュ ヤヤビ

ータスィガ ミチヌ フィルク ナトール ヨー

スィ ヤヤビークトゥ ンカシヌ グトー アラ

ン ハヅィ デービル。 

16 p.77 左様でござります。道も大分よくなりて

おりまするし殊に彼(あ)の筆捨(ふです

て)山の景伊勢の海抔を眺まして余り

苦にもなりませなんだ。 

アンデービル。 ミチン ドゥットゥ ユタシク 

ナトーイィ ウヌウイ アヌ フディスィティヤマ

ヌ チーチ イセヌ ウミンデー ナガミティ 

アンマディ クルシミネー ナヤビランタン。 

17 p.77 御泊りは何の宿(しゅく)でござりました

か。 

ウドゥマイィ ミショーチャセー マーヌ シュ

クガ ヤヤビータラ。 

18 p.77 未だ早うはござりましたが坂(さか)の下

駅(したえき)で泊りました。 

マーダ フェーサー アヤビータスィガ サ

カヌシタエキナカイ トゥマヤビタン。 

19 p.77 それでは翌日津駅(つえき)迄御越しに

なりましたか。 

アンシェー ナーチャー ツエキマディ イメ

ンシェーガシャビタラ。 

No 現代首里方言 備考欄 

9 フェーク *チチミソーチャンディ ウムトーイィ

ビーシガ、チャー ヤイィビーガ。 

*「ウチチミソーチャンディ」でもよい。 

10 アサヌ ハチジニ ッンジヤビタシガ、ウーカタ 

イチジカングレーウゥテー サイキョーンカイ 

チチャビタクトゥ、ウヌ フィーヤ キタノティン

マングー、カモヌ ヤシロンデー *ウゥガミー

ッシ ウリカラ アラシヤママディ **ケンブツ 

サビタン。  

*大道氏は「ウゥガディ」がよいという。 

**国吉氏は「チンブチ」がよいという。 

 

11 ナマー キシャヌ アイィビークトゥ、*ユフドゥ 

ベンリ ナトーイィビーッサーヤー。 

*国吉氏は「ユカイ（ネー）」がよいという。 

12 アン ヤイィビーン。 ンカシトー カワティ、タト

ゥイ キシャヌ ネーン トゥクルヤティン、クル

マヌ アイィビークトゥ、 *イッペー タベー 

**チゴー ユタシク ナトーイィビーン。 

*国吉氏は「イィー サコー」がよいという。 

**国吉氏は「イィー アンベー」がよいという。 

13 オーミハッケーヤ ウミカキミシェービティー。  

14 *ビチダン ミグテー**ナービランタシガ、アヌ 

ナーヌ タッチョール ゼゼヌ グシクネー チ

ンダイブンエー チュクティ、チョードゥ ンカ

シヌ グトゥ イィー ***チーチ ヤイィビー

ン。 

*国吉氏は「カワティ」がよいという。 

**渡名喜氏は「ウイィビラン」がよいという。 

***「チーチ」は80代以上の話者がよく使用する単語である。

70代以下は、「イィー チーチ」だと「よい景色」ではなく、

「良い気持ち」の意で使用されるため、「景色」の意で使用す

る場合は「チシチ」を使用する。本稿では80代以上の話者の使

用する「チーチ」で示す。 

15 スズカトーゲー ユフドゥ ナンジュドゥクル ヤ

イィビータシガ、ミチヌ フィルク ナトール ヨ

ーシ ヤイィビークトゥ、ンカシヌ グトー アラ

ン ハジ ヤイィビーン。 

 

16 アン ヤイィビーン。 ミチン イッペー マシ 

ナトーイィ ウヌ ッウィー アヌ フデステヤマ

ヌ チーチ イセヌ ウミンデー ナガミティ ア

ンマディ ナンジェー アイィビランタン。 

 

17 ウトゥマイィ ミソーチャシェー、マーヌ シュク

ガ ヤイィビータラ。 

 

18 マーダ フェーサー アイィビータシガ、サカヌ

シタエキ*ナカイ トゥマイィビタン。 

*70 代の話者のなかには、ここで「ンカイ」を使用する

人もいる。 

19 アンシェー ナーチャー ツエキマディ ッメン

シェーガ サビタラ。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

20 p.77-

78 

馬車に乗りましたゆえ正午少し過ぎ着

致しまして阿漕(あこぎ)が浦で引網(ひ

きあみ)を致させました。 

バシャ ヌタクトゥ ククヌツスィリウテー ツィ

チ アコギガウラウティ フィキアミンデー シ

ミヤビタン。 

21 p.78 なるほど古歌抔にもござりますが、彼
処(あそこ)の引網は面白くござりましょ
う。 

ンー、クカンデーナカイン アヤビーシガ 
アマヌフィキアメー ウムッサラ ハヅィ デ
ービル。 

22 p.78 随分慰(なぐさみ)になりました。 ドゥットゥ ナグサミニ ナヤビタン。 

23 p.78 二見(ふたみ)の浦(うら)の御見物は如

何でござりましたか。 

フタミヌウラヌ グチンブツェー チャーガ 

ヤヤビータラ。 

24 p.78 実に清潔(きれい)な所で日の出の模

樣などは錦絵(にしきえ)の通りでござり

ました。 

ジンニ チリーナクトゥクル ヤティ フィーヌ

ンジール ムヨーンデーヤ ニシチイィー 

カワヤビランタン。 

25 p.78 彼(あ)の浦の名産は御求になりました
か。 

アマヌ ナダケームノー ウムトゥミミシェー
ガ シャビタラ。 

26 p.78 貝類(かいるい)を少々求めました。 ケールイ ウフェー ムトゥミ ヤビタン。 

27 p.78 両宮(りょうぐう)の御札(おふだ)は今で

も受られますか。 

タトゥクルヌ ウミヤヌ ウフダー ナマヤティ

ン スディラリーガ シャビーラ。 

28 p.78-

79 

受けて参りましたが彼(あ)の御宮は誠

に御手の届きましたもので内外とも清

潔なものでござります。 

スィディティ チャービタスィガ アヌ ウミヤ

ー ドゥットゥ ティーイリヌ ユタシャヌ ウチ

ン フカン チリーヤヤビーン。 

29 p.79 我国第一の御社でありますから定て十

分の御手が届ておりましょう。御帰路

(おかえりみち)の伊賀越は大分難義な

所でありますが如何でござりました。 

ヤマトゥウティヌ イチバンウミヤ ヤヤビーク

トゥ チッシティ ジューブン ティーイリ サ

ットール ツィムイ デービル。ウムドゥイヌ 

イガゴエー ドゥットゥ ムツィカシー トゥク

ル ヤヤビースィガ チャー ヤヤビータガ。 

30 p.79 長野峠其外山坂(やまさか)が沢山ござ

りまして小供抔は余程(よほど)困りまし

たが復讐(ふくしゅう)の古跡(こせき)、

上野(うえの)の本城(ほんじょう)抔を見

物致しましたで私共は随分面白くござ

りました。 

ナガノトーゲ ウヌ フカ サカフィラヌ ウフ

サヌ ワラビンチャーヤ ドゥットゥ スックェ

ーチョーヤビータスィガ ティチウチヌ アタ

ットゥクロー ウエヌ グスィクンデー チンブ

ツィシ ワッターヤ ドゥットゥ ウムッサヤビ

ータン。 

■第六章 旅行ノ部 第三回 

1 p.79 近々遠方(えんぽう)へ御越しになると

承りましたが何処(どこ)へ御出になりま

すか。 

クヌウチ トゥーサンカイ ウクシミシェーンデ

ィイチ チチヤビタスィガ マーンカイ イメ

ンシェービーガ。 

2 p.80 沖縄迄参る積りでござります。 ウチナーマディ イチュル カンゲー ヤヤ

ビーン。 

No 現代首里方言 備考欄 

20 バサ ヌタクトゥ、 *アサバンジブン アトゥウゥ

テー チチ、 アコギガウラウゥティ フィチアミ

ンデー シミヤビタン。 

*渡名喜氏は「ジューニジスギネー」、林氏は「フィル

スギウッテー」がよいという。 

21 ンチャ（ナルフドゥ）、*クカンデー **ンカイィ
ン アイィビーシガ、アマヌ フィチアメー ウム
ッサル ハジ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ンカシウタ」がよいという。 
**山田氏は「ナカイィ」も使用することがあるという。 

22 ユフドゥ *ナグサミ ナイィビタン。 *大道氏は「ナグサミニ」がよいという。 

23 フタミヌウラヌ ミームノー チャー ヤイィビー

タガ。 
 

24 ジュンニ *ミグトゥ トゥクル ヤティ **フィー

ヌ ッンジール ムヨーンデーヤ ***ニシチイ

ィー カワヤビランタン。 

*「チビラーサル」でもよい。**渡名喜氏は「ティーダ」、林

氏は「アガイィ ティーダ」がよいという。***林氏は「ニシ

チイィーヌ トゥーイィ ヤイィビータン」がよいという。 

25 アマヌ ナーギムノー ウムトゥミミシェーガ サ
ビタラ。 

 

26 *ケールイ ウフェー ムトゥミ ヤビタン。 *国吉氏は「ケーンデー」でもよい。 

27 タトゥクルヌ ウミヤヌ ウフダー ナマヤティン 

*ウーキラリーガ サビーラ。 

*渡名喜氏は「イタダチャリーガ」がよいという。以下

同じ。 

28 ウーキティ チャービタシガ、アヌ ウミヤー 

ユフドゥ ティーイリヌ ユタサヌ ウチン フカ

ン チリーン ヤイィビーン。 

 

29 *ヤマトゥウゥティヌ イチバンウミヤヤイィビーク

トゥ、サダミティ ジューブン ティーイリ サット

ール チムイィ ヤイィビーン。ウムドゥイヌ **イ

ガクィー（イィ）シェー ユフドゥ ムチカシー トゥ

クル ヤイィビーシガ、チャー ヤイィビータガ。 

*林氏は「ヤマトゥウゥテー イチバンヌ」がよいとい

う。 
**林氏は「イガグィースシェー」がよいという。 

30 ナガノトーゲ、ウヌ フカ サカフィラヌ ウフサ

ヌ ワラビンチャーヤ ユフドゥ *スックェーチ

ョーイィビータシガ、ティチウチヌ アタットゥク

ロー ウエノヌ グシクンデー チンブチッシ 

ワッターヤ マクトゥニ ウムッサイィビータン。 

 

**林氏は「ナンジクンジソーイィビータシガ」がよいと

いう。 

■第六章 旅行ノ部 第三回 

1 クヌウチ トゥーサンカイ メンシェーンディ イ

チ、*チチヤビタシガ、マーンカイ メンシェー

ビーガ。 

**林氏は「チチャビタ」がよいという。 

2 ウチナーマディ イチュル *カンゲー ヤイィ

ビーン。 

*国吉氏は「チムイィ」がよいという。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

20 p.77-

78 

馬車に乗りましたゆえ正午少し過ぎ着

致しまして阿漕(あこぎ)が浦で引網(ひ

きあみ)を致させました。 

バシャ ヌタクトゥ ククヌツスィリウテー ツィ

チ アコギガウラウティ フィキアミンデー シ

ミヤビタン。 

21 p.78 なるほど古歌抔にもござりますが、彼
処(あそこ)の引網は面白くござりましょ
う。 

ンー、クカンデーナカイン アヤビーシガ 
アマヌフィキアメー ウムッサラ ハヅィ デ
ービル。 

22 p.78 随分慰(なぐさみ)になりました。 ドゥットゥ ナグサミニ ナヤビタン。 

23 p.78 二見(ふたみ)の浦(うら)の御見物は如

何でござりましたか。 

フタミヌウラヌ グチンブツェー チャーガ 

ヤヤビータラ。 

24 p.78 実に清潔(きれい)な所で日の出の模

樣などは錦絵(にしきえ)の通りでござり

ました。 

ジンニ チリーナクトゥクル ヤティ フィーヌ

ンジール ムヨーンデーヤ ニシチイィー 

カワヤビランタン。 

25 p.78 彼(あ)の浦の名産は御求になりました
か。 

アマヌ ナダケームノー ウムトゥミミシェー
ガ シャビタラ。 

26 p.78 貝類(かいるい)を少々求めました。 ケールイ ウフェー ムトゥミ ヤビタン。 

27 p.78 両宮(りょうぐう)の御札(おふだ)は今で

も受られますか。 

タトゥクルヌ ウミヤヌ ウフダー ナマヤティ

ン スディラリーガ シャビーラ。 

28 p.78-

79 

受けて参りましたが彼(あ)の御宮は誠

に御手の届きましたもので内外とも清

潔なものでござります。 

スィディティ チャービタスィガ アヌ ウミヤ

ー ドゥットゥ ティーイリヌ ユタシャヌ ウチ

ン フカン チリーヤヤビーン。 

29 p.79 我国第一の御社でありますから定て十

分の御手が届ておりましょう。御帰路

(おかえりみち)の伊賀越は大分難義な

所でありますが如何でござりました。 

ヤマトゥウティヌ イチバンウミヤ ヤヤビーク

トゥ チッシティ ジューブン ティーイリ サ

ットール ツィムイ デービル。ウムドゥイヌ 

イガゴエー ドゥットゥ ムツィカシー トゥク

ル ヤヤビースィガ チャー ヤヤビータガ。 

30 p.79 長野峠其外山坂(やまさか)が沢山ござ

りまして小供抔は余程(よほど)困りまし

たが復讐(ふくしゅう)の古跡(こせき)、

上野(うえの)の本城(ほんじょう)抔を見

物致しましたで私共は随分面白くござ

りました。 

ナガノトーゲ ウヌ フカ サカフィラヌ ウフ

サヌ ワラビンチャーヤ ドゥットゥ スックェ

ーチョーヤビータスィガ ティチウチヌ アタ

ットゥクロー ウエヌ グスィクンデー チンブ

ツィシ ワッターヤ ドゥットゥ ウムッサヤビ

ータン。 

■第六章 旅行ノ部 第三回 

1 p.79 近々遠方(えんぽう)へ御越しになると

承りましたが何処(どこ)へ御出になりま

すか。 

クヌウチ トゥーサンカイ ウクシミシェーンデ

ィイチ チチヤビタスィガ マーンカイ イメ

ンシェービーガ。 

2 p.80 沖縄迄参る積りでござります。 ウチナーマディ イチュル カンゲー ヤヤ

ビーン。 

No 現代首里方言 備考欄 

20 バサ ヌタクトゥ、 *アサバンジブン アトゥウゥ

テー チチ、 アコギガウラウゥティ フィチアミ

ンデー シミヤビタン。 

*渡名喜氏は「ジューニジスギネー」、林氏は「フィル

スギウッテー」がよいという。 

21 ンチャ（ナルフドゥ）、*クカンデー **ンカイィ
ン アイィビーシガ、アマヌ フィチアメー ウム
ッサル ハジ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ンカシウタ」がよいという。 
**山田氏は「ナカイィ」も使用することがあるという。 

22 ユフドゥ *ナグサミ ナイィビタン。 *大道氏は「ナグサミニ」がよいという。 

23 フタミヌウラヌ ミームノー チャー ヤイィビー

タガ。 
 

24 ジュンニ *ミグトゥ トゥクル ヤティ **フィー

ヌ ッンジール ムヨーンデーヤ ***ニシチイ

ィー カワヤビランタン。 

*「チビラーサル」でもよい。**渡名喜氏は「ティーダ」、林

氏は「アガイィ ティーダ」がよいという。***林氏は「ニシ

チイィーヌ トゥーイィ ヤイィビータン」がよいという。 

25 アマヌ ナーギムノー ウムトゥミミシェーガ サ
ビタラ。 

 

26 *ケールイ ウフェー ムトゥミ ヤビタン。 *国吉氏は「ケーンデー」でもよい。 

27 タトゥクルヌ ウミヤヌ ウフダー ナマヤティン 

*ウーキラリーガ サビーラ。 

*渡名喜氏は「イタダチャリーガ」がよいという。以下

同じ。 

28 ウーキティ チャービタシガ、アヌ ウミヤー 

ユフドゥ ティーイリヌ ユタサヌ ウチン フカ

ン チリーン ヤイィビーン。 

 

29 *ヤマトゥウゥティヌ イチバンウミヤヤイィビーク

トゥ、サダミティ ジューブン ティーイリ サット

ール チムイィ ヤイィビーン。ウムドゥイヌ **イ

ガクィー（イィ）シェー ユフドゥ ムチカシー トゥ

クル ヤイィビーシガ、チャー ヤイィビータガ。 

*林氏は「ヤマトゥウゥテー イチバンヌ」がよいとい

う。 
**林氏は「イガグィースシェー」がよいという。 

30 ナガノトーゲ、ウヌ フカ サカフィラヌ ウフサ

ヌ ワラビンチャーヤ ユフドゥ *スックェーチ

ョーイィビータシガ、ティチウチヌ アタットゥク

ロー ウエノヌ グシクンデー チンブチッシ 

ワッターヤ マクトゥニ ウムッサイィビータン。 

 

**林氏は「ナンジクンジソーイィビータシガ」がよいと

いう。 

■第六章 旅行ノ部 第三回 

1 クヌウチ トゥーサンカイ メンシェーンディ イ

チ、*チチヤビタシガ、マーンカイ メンシェー

ビーガ。 

**林氏は「チチャビタ」がよいという。 

2 ウチナーマディ イチュル *カンゲー ヤイィ

ビーン。 

*国吉氏は「チムイィ」がよいという。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

3 p.80 夫れは大分遠方でござりますが何の

御用でありますか。 

アンシ ドードゥ トゥーサンカイ ウヤミシェ

ービースィガ ヌーヌ ウユージュヌガ サー

トーヤビーラ。 

4 p.80 近頃の模様(もよう)を一返(いっぺん)見

たくありますから思い立ました。 

クヌグルヌ ムヨー イチドー ミーブシャタク

トゥ ウミタチャビタサー。 

5 p.80 鹿児島から海路(かいろ)どれだけござ

りましょう。 

カグシマカラ フナミチェー チャヌシャク 

アヤビーガヤー。 

6 p.80 元は三百里余と申ましたが唯今では

百八十六里計りに定りました樣子でご

ざります。 

ムトー サンビャクリ アマインディ イヤビー

タスィガ ナマー ヒャークハチジュールクリ

バカーイィ ナトール ヨースィ ヤヤビーン。 

7 p.80 七島灘は余程(よほど)航海(こうかい)

の難義な処と聞ておりますが日向(ひ

ゅうが)灘と比(く)らべましたら何方(どち

ら)がきつうござりましょう。 

シチトーナダー ドゥットゥ フナワタイィヌ 

ムツィカシー トゥクルンディ イチ チチョー

ヤビースィガ ヒューガナダトゥ フィッシタラ

ー マーヌガ チューサヤビーラヤー。 

8 p.80 左様さ七島灘がひどくござりましょう。 アンヤヤビーサ、シチトーナダヌドゥ チュ

ーサラ ハヅィ デービル。 

9 p.81 大島とか申島は大へん大きな島と申し

ますが船泊(せんぱく)の場所はござり

ませぬか。 

ウーシマンディガ ヤラ イユル シマー ド

ゥットゥ ウフジマンディ イヤビースィガ フ

ニツィキバー ネーンガ アヤビーラ。 

10 p.81 郵便船の往来には大概入れる港がご

ざります。 

ユービンシンヌ ンジャイィチャイィニ マヅィ 

イリール ンミャトゥヌ アヤビーン。 

11 p.81 何と申す港でござりますか。 ヌーンディ イュル ンミャトゥガ ヤヤビーラ。 

12 p.81 あれは名瀬(なぜ)港と申します。 アレー ナジンミャトゥンディ イヤビーン。 

13 p.81 能き港でござりますか。 イィー ンミャトゥガ ヤヤビーラ。 

14 p.81 余りよき港ではござりませぬで荷揚抔

(にあげなど)は誠に不便利な処でござ

ります。 

アンマディ イィーンミャトー アヤビラン。ニ

ー ヌブシタイィ ヌーシャイィヌ ドゥットゥ 

フタユイィナ トゥクル デービル。 

15 p.81 夫れより沖縄の那覇港迄は余程ござり

ますか。 

ウリカラ ウチナーヌ ナーファヌ ンミャトゥ 

マデー ユフードゥ アイィガ シャビーラ。 

16 p.81 鹿児島から大島までよりは少し近い様

に思います。 

カゴシマカラ ウーシママディ ヤカー ウフ

ェー チカサンディドゥ ウマーリヤビール。 

17 p.81-

82 

此地とは都での事が余程違いましょ

う。 

クマトー スィビティヌ クトゥ ユフードゥ チ

ガトーラ ハヅィ デービル。 

18 p.82 はい、言葉(ことば)と気候は大分違い

ます。 

ウー、クトゥバンデー チコーンデーヤ ドゥ

ットゥ カワトーヤビーン。 

No 現代首里方言 備考欄 

3 アンシ ユフドゥ トゥーサンカイ ヤミシェービ

ーシガ、ヌーヌ *ユージュヌ アミシェービー

ガ。 

*「ウユージュヌガ サートーイィビーラ」でもよい。 

4 クヌグルヌ *ムヨー **イチドー ミーブサタク

トゥ、ウミタチャビタン。 

*国吉氏は「ヨーシ」がよいという。 

*林氏は「チュケーンヤ」がよいという。 

5 カゴシマカラ フナミチェー チャヌ サク ア

イィビーガヤー。 

 

6 ムトー サンビャクリ アマインディ *ッヤビー

タシガ、ナマー ヒャークハチジュー**ロクリビ

ケージ ナトール ヨーシ ヤイィビーン。 

*「ッヤトー（イィ）ビータシガ」でもよい。なお、渡名喜氏は「イ

ヤビーシガ」がよいという。 

**70代以下の話者は「ルクリ」より「ロクリ」がよいという。以

下同じ。 

7 シチトーナダー ユフドゥ フナワタイィヌ ム

チカシー トゥクルンディ イチ チチョーイィビ

ーシガ、ヒューガナダトゥ クラビーネー、マー

ヌガ *チューサイィビーガヤー。 

*「アラサイィビーガヤー」ともいう。 

8 アン ヤイィビーサ。 シチトーナダヌドゥ *チ

ューサル ハジ ヤイィビーン。 

*「アラサル」ともいう。 

9 オーシマンディガ *ヤラ ッユル シマー ユ

フドゥ ウフジマンディ ッヤビーシガ、**フニ

チキバー ネーンガ アイィビーラ。 

*国吉氏は「ヤラ」を入れないほうが分かりやすいという。 

**国吉氏は「トゥマイエー」か「ンナトー」がよいという。 

10 ユービンセンヌ ッンジイリ *ヌバソー **マジ 

イリール ンナトゥヌ アイィビーン。 

*大道氏は「ネー」がよいとする。 

**国吉氏は「ウーカター」がよいという。 

11 ヌーンディ *ッユル ンナトゥガ ヤイィビーラ。 *渡名喜氏は「イユル」がよいという。 

12 アレー ナゼ ンナトゥンディ ッヤビーン。  

13 イィー ンナトゥガ ヤイィビーラ。  

14 *アンマディ イィー ンナトー アイィビラン。 

ニー **ヌブシタイィ、ヌーサイィヌ ユフドゥ 

フビンナ トゥクル ヤイィビーン。 

*「アンスカ」でもよい。 

**国吉氏は「ヌブタイィウルチャイネー」がよいという。 

15 ウリカラ ウチナーヌ ナーファヌ ンナトゥ マ

デー ユフドゥ アイィガ サビーラ。 

 

16 カゴシマカラ オーシママディヤカー ウフェ

ー チカサン*ディル ウマーリ ヤビール。 

*「デイィル」とも発音することがある。 

17 *クマトー シビティヌ クトゥ ユフドゥ 

**チガトール ハジ ヤイィビーン。 

*林氏は「クマトゥミヤクトー」のように「都」を入れた方が
よいと主張する。 
**大道氏は「カワトール」がよいという。 

18 ウー、クトゥバトゥカ ハダムチンデーヤ 

*ユカイ カワトーイィビーン。 

*「ユフドゥ」にするとやや軟らかい言い方になる。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

3 p.80 夫れは大分遠方でござりますが何の

御用でありますか。 

アンシ ドードゥ トゥーサンカイ ウヤミシェ

ービースィガ ヌーヌ ウユージュヌガ サー

トーヤビーラ。 

4 p.80 近頃の模様(もよう)を一返(いっぺん)見

たくありますから思い立ました。 

クヌグルヌ ムヨー イチドー ミーブシャタク

トゥ ウミタチャビタサー。 

5 p.80 鹿児島から海路(かいろ)どれだけござ

りましょう。 

カグシマカラ フナミチェー チャヌシャク 

アヤビーガヤー。 

6 p.80 元は三百里余と申ましたが唯今では

百八十六里計りに定りました樣子でご

ざります。 

ムトー サンビャクリ アマインディ イヤビー

タスィガ ナマー ヒャークハチジュールクリ

バカーイィ ナトール ヨースィ ヤヤビーン。 

7 p.80 七島灘は余程(よほど)航海(こうかい)

の難義な処と聞ておりますが日向(ひ

ゅうが)灘と比(く)らべましたら何方(どち

ら)がきつうござりましょう。 

シチトーナダー ドゥットゥ フナワタイィヌ 

ムツィカシー トゥクルンディ イチ チチョー

ヤビースィガ ヒューガナダトゥ フィッシタラ

ー マーヌガ チューサヤビーラヤー。 

8 p.80 左様さ七島灘がひどくござりましょう。 アンヤヤビーサ、シチトーナダヌドゥ チュ

ーサラ ハヅィ デービル。 

9 p.81 大島とか申島は大へん大きな島と申し

ますが船泊(せんぱく)の場所はござり

ませぬか。 

ウーシマンディガ ヤラ イユル シマー ド

ゥットゥ ウフジマンディ イヤビースィガ フ

ニツィキバー ネーンガ アヤビーラ。 

10 p.81 郵便船の往来には大概入れる港がご

ざります。 

ユービンシンヌ ンジャイィチャイィニ マヅィ 

イリール ンミャトゥヌ アヤビーン。 

11 p.81 何と申す港でござりますか。 ヌーンディ イュル ンミャトゥガ ヤヤビーラ。 

12 p.81 あれは名瀬(なぜ)港と申します。 アレー ナジンミャトゥンディ イヤビーン。 

13 p.81 能き港でござりますか。 イィー ンミャトゥガ ヤヤビーラ。 

14 p.81 余りよき港ではござりませぬで荷揚抔

(にあげなど)は誠に不便利な処でござ

ります。 

アンマディ イィーンミャトー アヤビラン。ニ

ー ヌブシタイィ ヌーシャイィヌ ドゥットゥ 

フタユイィナ トゥクル デービル。 

15 p.81 夫れより沖縄の那覇港迄は余程ござり

ますか。 

ウリカラ ウチナーヌ ナーファヌ ンミャトゥ 

マデー ユフードゥ アイィガ シャビーラ。 

16 p.81 鹿児島から大島までよりは少し近い様

に思います。 

カゴシマカラ ウーシママディ ヤカー ウフ

ェー チカサンディドゥ ウマーリヤビール。 

17 p.81-

82 

此地とは都での事が余程違いましょ

う。 

クマトー スィビティヌ クトゥ ユフードゥ チ

ガトーラ ハヅィ デービル。 

18 p.82 はい、言葉(ことば)と気候は大分違い

ます。 

ウー、クトゥバンデー チコーンデーヤ ドゥ

ットゥ カワトーヤビーン。 

No 現代首里方言 備考欄 

3 アンシ ユフドゥ トゥーサンカイ ヤミシェービ

ーシガ、ヌーヌ *ユージュヌ アミシェービー

ガ。 

*「ウユージュヌガ サートーイィビーラ」でもよい。 

4 クヌグルヌ *ムヨー **イチドー ミーブサタク

トゥ、ウミタチャビタン。 

*国吉氏は「ヨーシ」がよいという。 

*林氏は「チュケーンヤ」がよいという。 

5 カゴシマカラ フナミチェー チャヌ サク ア

イィビーガヤー。 

 

6 ムトー サンビャクリ アマインディ *ッヤビー

タシガ、ナマー ヒャークハチジュー**ロクリビ

ケージ ナトール ヨーシ ヤイィビーン。 

*「ッヤトー（イィ）ビータシガ」でもよい。なお、渡名喜氏は「イ

ヤビーシガ」がよいという。 

**70代以下の話者は「ルクリ」より「ロクリ」がよいという。以

下同じ。 

7 シチトーナダー ユフドゥ フナワタイィヌ ム

チカシー トゥクルンディ イチ チチョーイィビ

ーシガ、ヒューガナダトゥ クラビーネー、マー

ヌガ *チューサイィビーガヤー。 

*「アラサイィビーガヤー」ともいう。 

8 アン ヤイィビーサ。 シチトーナダヌドゥ *チ

ューサル ハジ ヤイィビーン。 

*「アラサル」ともいう。 

9 オーシマンディガ *ヤラ ッユル シマー ユ

フドゥ ウフジマンディ ッヤビーシガ、**フニ

チキバー ネーンガ アイィビーラ。 

*国吉氏は「ヤラ」を入れないほうが分かりやすいという。 

**国吉氏は「トゥマイエー」か「ンナトー」がよいという。 

10 ユービンセンヌ ッンジイリ *ヌバソー **マジ 

イリール ンナトゥヌ アイィビーン。 

*大道氏は「ネー」がよいとする。 

**国吉氏は「ウーカター」がよいという。 

11 ヌーンディ *ッユル ンナトゥガ ヤイィビーラ。 *渡名喜氏は「イユル」がよいという。 

12 アレー ナゼ ンナトゥンディ ッヤビーン。  

13 イィー ンナトゥガ ヤイィビーラ。  

14 *アンマディ イィー ンナトー アイィビラン。 

ニー **ヌブシタイィ、ヌーサイィヌ ユフドゥ 

フビンナ トゥクル ヤイィビーン。 

*「アンスカ」でもよい。 

**国吉氏は「ヌブタイィウルチャイネー」がよいという。 

15 ウリカラ ウチナーヌ ナーファヌ ンナトゥ マ

デー ユフドゥ アイィガ サビーラ。 

 

16 カゴシマカラ オーシママディヤカー ウフェ

ー チカサン*ディル ウマーリ ヤビール。 

*「デイィル」とも発音することがある。 

17 *クマトー シビティヌ クトゥ ユフドゥ 

**チガトール ハジ ヤイィビーン。 

*林氏は「クマトゥミヤクトー」のように「都」を入れた方が
よいと主張する。 
**大道氏は「カワトール」がよいという。 

18 ウー、クトゥバトゥカ ハダムチンデーヤ 

*ユカイ カワトーイィビーン。 

*「ユフドゥ」にするとやや軟らかい言い方になる。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

19 p.82 風俗は如何でござりましょう。 フーズコー チャーガ ヤヤビーラ。 

20 p.82 数百里隔てた処でありますから何事も

少しずつは違っている様でござりま

す。 

スーヒャクリ フィジミトール トゥクル ヤヤビ

ークトゥ ヌーグトゥン ウフィナーヤ カワト

ール グトーヤビーン。 

21 p.82 首里城は那覇の何方(どちら)に当りま

して何里ばかり距(はな)れております

か。 

シュイィグスィコー ナーファヌ マームティ

ナカイ アティ ナンリバカーイィ ハナリトー

ヤビーガ。 

22 p.82 東の方にて凡一里半位もありましょう。 アガリムティナカイ アティ ウーカタ イチリ

ハンヌ シャクン アヤビーラ ハヅィ。 

23 p.82 只今は空(あい)ておりまするか。 ナマー アチガ ウゥイビーラ。 

24 p.82 否え、陸軍の分遣隊(ぶんけんたい)が

入て居るとか聞きました。 

アヤビラン、リクグンヌ ブンケンタイヌ イッ

チョーンンディ チチャビタン。 

25 p.82 鎮西公の廟(びょう)は何と申処にありま

すか。 

タミトゥムコーヌ ビューヤ ヌーンディ イュ

ットゥクルナカイ アヤビーガ。 

26 p.83 鎮西公の廟は存じませぬが舜天(しゅ

んてん)王以下歴代の廟は首里と那覇

の間にある泊村の崇元(すうげん)寺と

申す寺院でござります。 

タミトゥムコーヌ ビューヤ シヤビランスィガ 

シュンティンコーカラ シチャ デーデーヌ 

グビューヤ シュイトゥ ナーファトゥヌ エー

ナカイ アル トゥマイィムラヌ スーギージ

ンディ ユル ウティラ ヤヤビーン。 

27 p.83 先島(さきしま)迄も御越しになる御積り

でござりますか。 

サチシママディン イメンシェール  

ウカンゲーガ ヤヤビーラ。 

28 p.83 向(さき)の模様次第に致しましょうと思

ております。 

サチヌ ムヨーシデーニドゥ ナイェー サン

カヤーンディ ウムトーヤビール。 

29 p.83 御出立の節には一寸御知らせ下され

ませ。 

グシュッタチヌ バショー チャーン シラチ 

ウタビミシェービリ。 

30 p.83 何れ私が御暇乞(おいとまごい)にあが

る積りでござります。 

チャーシン ワーガ ウイトゥマニ ユシリー

ル カンゲー ヤヤビーン。 

■第六章 旅行ノ部 第四回 

1 p.83 此間辺土(へど)へ御祈願(ごきぐゎん)

に御出なされたと聞きました誠(まこと)

に御越になりましたか。 

クネーダフィドゥンカイグチグヮンニ イメン

ショーチャンディイチチチャビタスィガジント

ーイメンシェーガ シャビタラ。 

2 p.84 はい、彼処へは門名申し合して九年

目毎に参詣(さんけい)しておりますが

今度も其年に當りましたから私が参り

まして昨日帰りました。 

ウー、アマー イチムンジュー ソーダンッシ 

クニンミゴトゥニ サンチー ショーヤビースィガ 

クンドゥン ウヌ トゥシニ アタトーヤビークトゥ 

ワーガ ンジ チヌードゥ ケーヤビタサー。 

No 現代首里方言 備考欄 

19 *クラシヌ ナレーヤ チャーガ 

ヤイィビーラ。 

*「フーゾク」でもよいという意見もあった。 

20 スーヒャクリ フィジャミタル *トゥクル  

ヤイィビークトゥ、ヌーグトゥン ウフィナーヤ 

カワトール グトーイィビーン。 

*国吉氏は「トゥクル ドゥ」と強調した方がよいとい

う。 

21 スイィグシコー ナーファヌ マームティーナカ

イ アティ、ナンリ *ビケージ ハナリトーイィビ

ーガ。 

*「ビケーン」でもよい。 

22 アガリムティーナカイ アティ、ウーカタ イチリ

ハンヌ サクン アイィビール ハジ。 

 

23 ナマー アチガ ウゥイビーラ。  

24 アイィビラン、リクグンヌ ブンケンタイヌ イッ

チョーンンディイチ、チチャビタン。 

 

25 タメトモコーヌ ビューヤ ヌーンディ 

*ッユットゥクルナカイ アイィビーガ。 

*渡名喜氏は「イッ」がよいという。以下、同じ。 

26 タメトモコーヌ ビューヤ *シヤビランシガ、 

シュンテンコーカラ シチャ デーデーヌ グ

ビューヤ スイトゥ ナーファトゥヌ ッウェーダ 

**ニ アル トゥマイィムラヌ スーギージンデ

ィ ッユル ウティラ ヤイィビーン。 

*林氏は「シッチェー ウイィビラン」がよいという。 

**山田氏は「ナカイ」を使用することもあるという。 

27 *ナークイェーママディン メンシェール カン

ゲー**ガ ヤイィビーラ。 

*林氏は「サチシマ」がよいという。 

**林氏は「ドゥ ヤイィビールイ」がよいという。 

28 サチヌ ムヨーシデーニドゥ ナイェー サンガ

ヤーンディ *ウムトーイィビール。 

*林氏は「ウムトーイィビーン」のように「ドゥ」の結びの形を

とらない。 

29 ッンジタチヌ バソー チャーキ シラチ ウタ

ビミシェービリ。 

 

30 *チャーシン ワーガ ウイトゥマニ 

ユシリール カンゲー ヤイィビーン。 

*林氏は「イチカー」がよいという。 

■第六章 旅行ノ部 第四回 

1 クネーダ *フィドゥンカイ **グチグヮンニ  

メンソーチャンディ イチ チチャビタシガ、 

***ソーフンヌ メンシェーガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「ヘド」がよいという。**「ウゥガミシー

ガ」でもよい。***「ジュンニ」でもよい。また、林氏

は「フントーニ」がよいという。 

2 ウー、アマー イチムンジュー ソーダンッシ *

クニンミグトゥニ **サンチー ソーイィビーシ

ガ、クンドゥン ウヌ トゥシニ アタトーイィビーク

トゥ、ワーガ ッンジ チヌードゥ ケーヤビタサ。 

*渡名喜氏は「クニングトゥ」がよいという。 
**渡名喜氏は「サンケー」がよいという。以下、同じ。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

19 p.82 風俗は如何でござりましょう。 フーズコー チャーガ ヤヤビーラ。 

20 p.82 数百里隔てた処でありますから何事も

少しずつは違っている様でござりま

す。 

スーヒャクリ フィジミトール トゥクル ヤヤビ

ークトゥ ヌーグトゥン ウフィナーヤ カワト

ール グトーヤビーン。 

21 p.82 首里城は那覇の何方(どちら)に当りま

して何里ばかり距(はな)れております

か。 

シュイィグスィコー ナーファヌ マームティ

ナカイ アティ ナンリバカーイィ ハナリトー

ヤビーガ。 

22 p.82 東の方にて凡一里半位もありましょう。 アガリムティナカイ アティ ウーカタ イチリ

ハンヌ シャクン アヤビーラ ハヅィ。 

23 p.82 只今は空(あい)ておりまするか。 ナマー アチガ ウゥイビーラ。 

24 p.82 否え、陸軍の分遣隊(ぶんけんたい)が

入て居るとか聞きました。 

アヤビラン、リクグンヌ ブンケンタイヌ イッ

チョーンンディ チチャビタン。 

25 p.82 鎮西公の廟(びょう)は何と申処にありま

すか。 

タミトゥムコーヌ ビューヤ ヌーンディ イュ

ットゥクルナカイ アヤビーガ。 

26 p.83 鎮西公の廟は存じませぬが舜天(しゅ

んてん)王以下歴代の廟は首里と那覇

の間にある泊村の崇元(すうげん)寺と

申す寺院でござります。 

タミトゥムコーヌ ビューヤ シヤビランスィガ 

シュンティンコーカラ シチャ デーデーヌ 

グビューヤ シュイトゥ ナーファトゥヌ エー

ナカイ アル トゥマイィムラヌ スーギージ

ンディ ユル ウティラ ヤヤビーン。 

27 p.83 先島(さきしま)迄も御越しになる御積り

でござりますか。 

サチシママディン イメンシェール  

ウカンゲーガ ヤヤビーラ。 

28 p.83 向(さき)の模様次第に致しましょうと思

ております。 

サチヌ ムヨーシデーニドゥ ナイェー サン

カヤーンディ ウムトーヤビール。 

29 p.83 御出立の節には一寸御知らせ下され

ませ。 

グシュッタチヌ バショー チャーン シラチ 

ウタビミシェービリ。 

30 p.83 何れ私が御暇乞(おいとまごい)にあが

る積りでござります。 

チャーシン ワーガ ウイトゥマニ ユシリー

ル カンゲー ヤヤビーン。 

■第六章 旅行ノ部 第四回 

1 p.83 此間辺土(へど)へ御祈願(ごきぐゎん)

に御出なされたと聞きました誠(まこと)

に御越になりましたか。 

クネーダフィドゥンカイグチグヮンニ イメン

ショーチャンディイチチチャビタスィガジント

ーイメンシェーガ シャビタラ。 

2 p.84 はい、彼処へは門名申し合して九年

目毎に参詣(さんけい)しておりますが

今度も其年に當りましたから私が参り

まして昨日帰りました。 

ウー、アマー イチムンジュー ソーダンッシ 

クニンミゴトゥニ サンチー ショーヤビースィガ 

クンドゥン ウヌ トゥシニ アタトーヤビークトゥ 

ワーガ ンジ チヌードゥ ケーヤビタサー。 

No 現代首里方言 備考欄 

19 *クラシヌ ナレーヤ チャーガ 

ヤイィビーラ。 

*「フーゾク」でもよいという意見もあった。 

20 スーヒャクリ フィジャミタル *トゥクル  

ヤイィビークトゥ、ヌーグトゥン ウフィナーヤ 

カワトール グトーイィビーン。 

*国吉氏は「トゥクル ドゥ」と強調した方がよいとい

う。 

21 スイィグシコー ナーファヌ マームティーナカ

イ アティ、ナンリ *ビケージ ハナリトーイィビ

ーガ。 

*「ビケーン」でもよい。 

22 アガリムティーナカイ アティ、ウーカタ イチリ

ハンヌ サクン アイィビール ハジ。 

 

23 ナマー アチガ ウゥイビーラ。  

24 アイィビラン、リクグンヌ ブンケンタイヌ イッ

チョーンンディイチ、チチャビタン。 

 

25 タメトモコーヌ ビューヤ ヌーンディ 

*ッユットゥクルナカイ アイィビーガ。 

*渡名喜氏は「イッ」がよいという。以下、同じ。 

26 タメトモコーヌ ビューヤ *シヤビランシガ、 

シュンテンコーカラ シチャ デーデーヌ グ

ビューヤ スイトゥ ナーファトゥヌ ッウェーダ 

**ニ アル トゥマイィムラヌ スーギージンデ

ィ ッユル ウティラ ヤイィビーン。 

*林氏は「シッチェー ウイィビラン」がよいという。 

**山田氏は「ナカイ」を使用することもあるという。 

27 *ナークイェーママディン メンシェール カン

ゲー**ガ ヤイィビーラ。 

*林氏は「サチシマ」がよいという。 

**林氏は「ドゥ ヤイィビールイ」がよいという。 

28 サチヌ ムヨーシデーニドゥ ナイェー サンガ

ヤーンディ *ウムトーイィビール。 

*林氏は「ウムトーイィビーン」のように「ドゥ」の結びの形を

とらない。 

29 ッンジタチヌ バソー チャーキ シラチ ウタ

ビミシェービリ。 

 

30 *チャーシン ワーガ ウイトゥマニ 

ユシリール カンゲー ヤイィビーン。 

*林氏は「イチカー」がよいという。 

■第六章 旅行ノ部 第四回 

1 クネーダ *フィドゥンカイ **グチグヮンニ  

メンソーチャンディ イチ チチャビタシガ、 

***ソーフンヌ メンシェーガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「ヘド」がよいという。**「ウゥガミシー

ガ」でもよい。***「ジュンニ」でもよい。また、林氏

は「フントーニ」がよいという。 

2 ウー、アマー イチムンジュー ソーダンッシ *

クニンミグトゥニ **サンチー ソーイィビーシ

ガ、クンドゥン ウヌ トゥシニ アタトーイィビーク

トゥ、ワーガ ッンジ チヌードゥ ケーヤビタサ。 

*渡名喜氏は「クニングトゥ」がよいという。 
**渡名喜氏は「サンケー」がよいという。以下、同じ。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

3 p.84 えー、左様でありましたか御疲(おつ

かれ)れでござりましょう。 

イェー、アンガ ヤヤビータラ ウクタンディミ

ショーチャラ ハヅィ デービル。 

4 p.84 駕篭で参りましたが揺(ゆられ)ました

ゆえか少し疲れた様でござります。 

カグカラドゥ イチャビタスィガ ウゥーラッタ

ル ユイィガ ヤラ ウフェー クタンディトー

ル グトー ヤビーサー。 

5 p.84 東宿(ひじゃじゅく)を御通りなされまし

たか。 

フィジャジュクガ ウトゥーミシェービタラ。 

6 p.84 往(ゆき)には西宿を通りまして還(かえ)

りには東宿を通りました。 

イチーネー ニシジュク トゥーティ ケーイィ

ネー フィジャジュクトゥーヤビタン。 

7 p.84 此処(ここ)を御立になりました日は何

処(どこ)へ御宿(おとま)りなされました。 

クマカラ ウタチミショチャル フィーヤ マ

ーナカイガ ウトゥマイィミシェービタラ。 

8 p.84-

85 

読谷山(ゆんたんざ)番所へ一宿(とま

り)まして其翌日(よくじつ)は早く恩納(う

んな)番所へ着ましたから万座毛(まん

じゃもう)迄も廻(まわ)りました。 

ユンタンジャ バンジュナカイ トゥマティ ウ

ヌ ナーチャー フェーク ウンナ バンジュ 

ツィチャビタクトゥ マンザモーマディン ミグ

ティナービタサー。 

9 p.85 如何(どん)な模様の所でござります。 チャール カッコーナ トゥクルガ ヤヤビラ

ー。 

10 p.85 彼処(あそこ)の芝(しば)は外の所とは

違(ちが)いまして奇麗でありますから

筵(むしろ)抔敷(しき)ませずともすぐに

座(すわっ)て居られます。 

アマヌ アシジレー ビツィトー カワティ チ

リーニ アヤビークトゥ ムシルンデーヤ シ

カンティン スィグ イィラリヤビーン。 

11 p.85 成程昔(むかし)国王の御巡見の節、此

処は万人でも座て居られると御話しに

なりましたで夫から万座毛と申しては

おりませぬか。 

ンチャ、ンカシ ウシュガナシーメーヌ グジ

ュンチンヌ ウバシュ クマー マンニンヤテ

ィン イィラリーンヤーンディ ウファナシミシ

ョーチャクトゥ ウリカラ マンザモーンデー 

イチェー ウゥヤビランカヤー。 

12 p.85 はい、左様に聞ておりまする。 ウー、アンシ チチョーヤビーン。 

13 p.85 景色は如何でござります。 チーチェー チャーデービルガ。 

14 p.85-

86 

名護(なご)、本部(もとぶ)抔も見え、山

原(やんばる)へ往還する舟も前を通り

ますから誠に好い景色でござります。 

ナグ ムトゥブンデーン ミーユイィ ヤンバ

ル ウゥークヮン シュル フニンメーカラ  

トゥーヤビークトゥ ドゥットゥ イィーチーチ 

デービル。 

15 p.86 恩納嶽(うんなだき)へ登りて御覧になり

ましたか。 

ウンナダキ ヌブティ ウミカキミシェーガ シ

ャビタラ。 

16 p.86 登りは致しませぬが番所より見まして

も余程高い様にありました。 

ヌブイェーシャビランタスィガ バンジュカラ 

ンチン ドゥットゥ タカサル グトーヤビータ

ン。  

No 現代首里方言 備考欄 

3 イェー、アンドゥ ヤイィビーティー。ウクタンデ

ィミソーチャル ハジ ヤイィビーン｡ 

 

4 カグカラドゥ イチャビタシガ、ウゥーラッタル 

ユイィガ ヤラ、ウフェー クタンディトール グ

トー イィビーッサー。 

 

5 *フィジャジュクガ ウトゥーミシェービタラ。 *国吉氏は「フィジャジュク ウトゥーミシェービタガヤー」
がよいという。また、林氏は「フィジャジコー」（東宿は）
がよいという。 

6 イチーネー ニシジュク トゥーティ ケーイィ

ネー *フィジャジュク トゥーヤビタン。 

*渡名喜氏は「ヒガシジュク」がよいという。 

7 クマカラ ウタチミソーチャル フィーヤ *マー

ナカイガ ウトゥマイィミシェービタラ。 

*国吉氏は「マーンジガ」でもよいという。 

8 ユンタンザ バンジュンカイ トゥマティ、ウヌ 

ナーチャー フェーク ウンナ *バンジュ 

チチャビタクトゥ、マンザモーマディン ミグ

ティ **ナービタッサー。 

*林氏は「バンジュンガイィ」がよいという。 

**山田氏は「チャービタサ」も使用するという。また、

渡名喜氏は「チャービタン」、林氏は「チャービタッサー」

がよいという。 

9 *チャール ムヨーヌ トゥクルガ ヤイィビー

ラ。 

*「ヨーシヌ」でもよい。なお、大道氏は「チャヌ フ

ージナ」がよいという。 

10 アマヌ アシジレー ビチトー カワティ、*チリ

ー ヤイィビークトゥ、ムシルンデーヤ シカン

ティン シグ イィラリヤビーン。 

*山田氏は「チリーン」がよいという。 

11 ンチャ、ンカシ ウシュガナシーメーヌ *グジ

ュンチンヌ **バス クマー マンニンヤティン 

イィラリーンヤーンディ ウファナシ ミショーチャ

クトゥ、 ウリカラ ***マンザモーンデー イチェ

ー ウゥイィビランガヤー。 

*渡名喜氏は「ウマーイィミソーチャル」がよいという。 
**林氏は「バスヤ」がよいという。 
***林氏は「マンザモーンディ」がよいという。 

12 ウー、アンシ チチョーイィビーン。  

13 チーチェー チャー ヤイィビーガ。  

14 ナグ ムトゥブンデーン ミーユイィ、ヤンバル 

*イチムドゥイィスル フニン メーカラ トゥーイ

ィビークトゥ、イッペー イィー **チーチ ヤイ

ィビーン。 

*林氏は「イチャイィムドゥタイィ」がよいという。 

**山田氏は「ナガミ」がよいという。なお、「チーチ」

については第２回NO14の「注」を参照されたい。 

15 ウンナダキ ヌブティ ウミカキミシェーガ サビ

タラ。 

 

16 ヌブイェー サビランタシガ、バンジュカラ ン

ーチン イッペー タカサル グトーイィビー

タン。  

*儀保では「ンチン」である（国吉氏）。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

3 p.84 えー、左様でありましたか御疲(おつ

かれ)れでござりましょう。 

イェー、アンガ ヤヤビータラ ウクタンディミ

ショーチャラ ハヅィ デービル。 

4 p.84 駕篭で参りましたが揺(ゆられ)ました

ゆえか少し疲れた様でござります。 

カグカラドゥ イチャビタスィガ ウゥーラッタ

ル ユイィガ ヤラ ウフェー クタンディトー

ル グトー ヤビーサー。 

5 p.84 東宿(ひじゃじゅく)を御通りなされまし

たか。 

フィジャジュクガ ウトゥーミシェービタラ。 

6 p.84 往(ゆき)には西宿を通りまして還(かえ)

りには東宿を通りました。 

イチーネー ニシジュク トゥーティ ケーイィ

ネー フィジャジュクトゥーヤビタン。 

7 p.84 此処(ここ)を御立になりました日は何

処(どこ)へ御宿(おとま)りなされました。 

クマカラ ウタチミショチャル フィーヤ マ

ーナカイガ ウトゥマイィミシェービタラ。 

8 p.84-

85 

読谷山(ゆんたんざ)番所へ一宿(とま

り)まして其翌日(よくじつ)は早く恩納(う

んな)番所へ着ましたから万座毛(まん

じゃもう)迄も廻(まわ)りました。 

ユンタンジャ バンジュナカイ トゥマティ ウ

ヌ ナーチャー フェーク ウンナ バンジュ 

ツィチャビタクトゥ マンザモーマディン ミグ

ティナービタサー。 

9 p.85 如何(どん)な模様の所でござります。 チャール カッコーナ トゥクルガ ヤヤビラ

ー。 

10 p.85 彼処(あそこ)の芝(しば)は外の所とは

違(ちが)いまして奇麗でありますから

筵(むしろ)抔敷(しき)ませずともすぐに

座(すわっ)て居られます。 

アマヌ アシジレー ビツィトー カワティ チ

リーニ アヤビークトゥ ムシルンデーヤ シ

カンティン スィグ イィラリヤビーン。 

11 p.85 成程昔(むかし)国王の御巡見の節、此

処は万人でも座て居られると御話しに

なりましたで夫から万座毛と申しては

おりませぬか。 

ンチャ、ンカシ ウシュガナシーメーヌ グジ

ュンチンヌ ウバシュ クマー マンニンヤテ

ィン イィラリーンヤーンディ ウファナシミシ

ョーチャクトゥ ウリカラ マンザモーンデー 

イチェー ウゥヤビランカヤー。 

12 p.85 はい、左様に聞ておりまする。 ウー、アンシ チチョーヤビーン。 

13 p.85 景色は如何でござります。 チーチェー チャーデービルガ。 

14 p.85-

86 

名護(なご)、本部(もとぶ)抔も見え、山

原(やんばる)へ往還する舟も前を通り

ますから誠に好い景色でござります。 

ナグ ムトゥブンデーン ミーユイィ ヤンバ

ル ウゥークヮン シュル フニンメーカラ  

トゥーヤビークトゥ ドゥットゥ イィーチーチ 

デービル。 

15 p.86 恩納嶽(うんなだき)へ登りて御覧になり

ましたか。 

ウンナダキ ヌブティ ウミカキミシェーガ シ

ャビタラ。 

16 p.86 登りは致しませぬが番所より見まして

も余程高い様にありました。 

ヌブイェーシャビランタスィガ バンジュカラ 

ンチン ドゥットゥ タカサル グトーヤビータ

ン。  

No 現代首里方言 備考欄 

3 イェー、アンドゥ ヤイィビーティー。ウクタンデ

ィミソーチャル ハジ ヤイィビーン｡ 

 

4 カグカラドゥ イチャビタシガ、ウゥーラッタル 

ユイィガ ヤラ、ウフェー クタンディトール グ

トー イィビーッサー。 

 

5 *フィジャジュクガ ウトゥーミシェービタラ。 *国吉氏は「フィジャジュク ウトゥーミシェービタガヤー」
がよいという。また、林氏は「フィジャジコー」（東宿は）
がよいという。 

6 イチーネー ニシジュク トゥーティ ケーイィ

ネー *フィジャジュク トゥーヤビタン。 

*渡名喜氏は「ヒガシジュク」がよいという。 

7 クマカラ ウタチミソーチャル フィーヤ *マー

ナカイガ ウトゥマイィミシェービタラ。 

*国吉氏は「マーンジガ」でもよいという。 

8 ユンタンザ バンジュンカイ トゥマティ、ウヌ 

ナーチャー フェーク ウンナ *バンジュ 

チチャビタクトゥ、マンザモーマディン ミグ

ティ **ナービタッサー。 

*林氏は「バンジュンガイィ」がよいという。 

**山田氏は「チャービタサ」も使用するという。また、

渡名喜氏は「チャービタン」、林氏は「チャービタッサー」

がよいという。 

9 *チャール ムヨーヌ トゥクルガ ヤイィビー

ラ。 

*「ヨーシヌ」でもよい。なお、大道氏は「チャヌ フ

ージナ」がよいという。 

10 アマヌ アシジレー ビチトー カワティ、*チリ

ー ヤイィビークトゥ、ムシルンデーヤ シカン

ティン シグ イィラリヤビーン。 

*山田氏は「チリーン」がよいという。 

11 ンチャ、ンカシ ウシュガナシーメーヌ *グジ

ュンチンヌ **バス クマー マンニンヤティン 

イィラリーンヤーンディ ウファナシ ミショーチャ

クトゥ、 ウリカラ ***マンザモーンデー イチェ

ー ウゥイィビランガヤー。 

*渡名喜氏は「ウマーイィミソーチャル」がよいという。 
**林氏は「バスヤ」がよいという。 
***林氏は「マンザモーンディ」がよいという。 

12 ウー、アンシ チチョーイィビーン。  

13 チーチェー チャー ヤイィビーガ。  

14 ナグ ムトゥブンデーン ミーユイィ、ヤンバル 

*イチムドゥイィスル フニン メーカラ トゥーイ

ィビークトゥ、イッペー イィー **チーチ ヤイ

ィビーン。 

*林氏は「イチャイィムドゥタイィ」がよいという。 

**山田氏は「ナガミ」がよいという。なお、「チーチ」

については第２回NO14の「注」を参照されたい。 

15 ウンナダキ ヌブティ ウミカキミシェーガ サビ

タラ。 

 

16 ヌブイェー サビランタシガ、バンジュカラ ン

ーチン イッペー タカサル グトーイィビー

タン。  

*儀保では「ンチン」である（国吉氏）。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

17 p.86 番所には徐葆光(じょほうこう)の額を掲

げてあると聞ましたが如何でござりま

す。 

バンジュネー ジュフーコーヌ ガク アギテ

ー ミシェーンディ チチャビタスィガ チャ

ーガ ヤヤビーラ。 

18 p.86 数峰天遠と書てありますが能く景色に

相応している様に思われます。 

スーホーティンエンンディ イチ カチェーミ

シェービースィガ ユー チーチトゥ ソーウ

ゥー ショール グトーンディ ウマーリヤビ

ーン。 

19 p.86 許田(ちゅだ)の手水(てみず)と云所

や、数久田轟(すったとどるき)抔も御

覧なされましたか。 

チュダヌ ティミヅィンディ イュットゥクルン

デー スッタトゥドゥルチンデーン ウミカキミ

シェーガ シャビタラ。 

20 p.86-

87 

はい、許田の手水と云うは名高き所で

ありますが今では名所の様にはありま

せぬ彼(あ)の数久田轟は誠に奇らしき

所でござります。 

ウー、チュダヌ ティミヅィンディ イュセー 

ナダケー トゥクル ヤヤビースィガ ナマン

シェー ミーシュヌ グトゥンネーヤビラン ア

ヌスッタトゥドゥルチェー 

ドゥットゥ ミズィラシー トゥクル デービル。 

21 p.87 彼の滝は何(ど)の位から落ちますか。 アヌ タチェー チャヌ シャクカラ ウティヤ

ビーガ。 

22 p.87 大概三丈位の所から落ちますかが幅

は五六尺もありそうに見えております。 

テーゲー サンジューグレーヌ トゥクルカラ 

ウティヤビースィガ ハバー グルクシャクン 

アラ ハズィ デービル。 

23 p.87 左様でござりますか其様な処が近辺

にありますれば暑気の頃抔には別し

てよろしうござりましょう。 

アン ヤイィガ シャビーラ。ウヌ グトール 

トゥクルヌ チカフィンナカイ 

アイドゥンセー シュチヌ クルンデーネー 

ビシティ ユタシャヤビースィガ。 

24 p.87 左様でござります。 アンデービル。 

25 p.87 名護からは羽地(はにじ)の方へ御越

になりましたか。 

ナグカラー ハニジンカイガ ウクシミシェー

ビタラ。 

26 p.87-

88 

否(いいえ)、本部の方を通りましたが

本街道(ほんかいどう)は以前通りて見

ましたゆえ、今度(こんど)は嫦娥道(じ

ょうがみち)を参りましたら、近うはござ

りましたが駕籠も通いませず誠に難義

を致しました。 

アヤビラン。ムトゥブンカイ トゥーヤビタスィ

ガ フンドーヤ クヌメー トゥーティ ンチョ

ー ヤビータクトゥ クリウゥテー ジョーガミ

チ トゥーティンデー チカサー アヤビース

ィガ カグン トゥーラン ドゥットゥ ナンジ 

シャビタサー。 

27 p.88 本部番所は能き景色の所と申します

が如何でござりますか。 

ムトゥブバンジョー イィー チーチヌ トゥク

ルンディ イヤビースィガ チャー デービ

ルガ。 

No 現代首里方言 備考欄 

17 バンジュネー ジュホーコーヌ ガク アギテ

ー ミシェーンディ チチャビタシガ、チャーガ 

ヤイィビーラ。 

 

18 スーホーテンエンンディ イチ カチェーミシェ

ービーシガ、ユー チーチトゥ *ソーウゥー 

ソール グトーンディ ウマーリヤビーン。 

*国吉氏は「ウチャトール」、林氏は「ユー ウチャー

トール」がよいという。 

19 *チュダヌ ティミジンディ ッユットゥクルンデ

ー **スッタトゥドゥルチンデーン ウミカキミシ

ェーガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「キョダ」がよいという。 
**渡名喜氏は「スクタ」がよいという。 
 

20 ウー、チュダヌ ティミジンディ ッユシェー、*

ウトゥ ウッチョール トゥクル ヤイィビーシガ、

**ナマンシェー ミーシュヌ グトゥン ***ネー

イィビラン。 アヌ スッタトゥドゥルチェー イッ

ペー ミジラシー トゥクル ヤイィビーン。 

*「ナーダカサル」「ナーヌ タッチョール」がよいと

いう。 
**大道氏は「ナマー」、山田氏は「ナマヤレー」、林氏

は「ナマンジェー」がよいという。 
***大道氏は「ネーヤービラン」がよいという。 

21 アヌ タチェー チャヌ *アタイィカラ ウティヤ

ビーガ。 

*「グレー」でもよい。 

22 テーゲー サンジョーグレーヌ トゥクルカラ 

ウティヤビーシガ、ハバー グルクシャクン ア

ル ハジ ヤイィビーン。 

 

23 アン ヤイィガ サビーラ。 ウングトール  

トゥクルヌ *チカサナカイ アイドゥンシェー 

**シュチヌ クルンデーネー ***ビシティ  

ユタサイィビーシガ。 

*国吉氏は「チチャドゥクル」か「チカサルトゥクル」、

林氏は「フィン」がよいという。**渡名喜氏は「ナチヌ ア

チサクルクルネー」、林氏は「アチサルシチンデー」がよいと

する。***「トゥクニ」でもよい。なお、林氏は「ジチニ」

がよいという。 

24 アン ヤイィビーン。  

25 ナグカラー *ハニジンカイガ ッメンシェービ

タラ。 

*林氏は「ハニジンカイドゥ」がよいとする。 

26 アイィビラン。ムトゥブンカイ トゥーイィビタシ

ガ、ウフミチェー クヌメー トゥーティ ンーチ

ョーイィビータクトゥ、クリウゥテー ジョーガミチ 

トゥーイィネー チカサー アイィビーシガ、カ

グン トゥーラン イッペー ナンジ サビタサ。 

 

27 ムトゥブバンジョー イィー チーチヌ トゥクル

ンディ ッヤビーシガ、チャー ヤイィビータ

ガ。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

17 p.86 番所には徐葆光(じょほうこう)の額を掲

げてあると聞ましたが如何でござりま

す。 

バンジュネー ジュフーコーヌ ガク アギテ

ー ミシェーンディ チチャビタスィガ チャ

ーガ ヤヤビーラ。 

18 p.86 数峰天遠と書てありますが能く景色に

相応している様に思われます。 

スーホーティンエンンディ イチ カチェーミ

シェービースィガ ユー チーチトゥ ソーウ

ゥー ショール グトーンディ ウマーリヤビ

ーン。 

19 p.86 許田(ちゅだ)の手水(てみず)と云所

や、数久田轟(すったとどるき)抔も御

覧なされましたか。 

チュダヌ ティミヅィンディ イュットゥクルン

デー スッタトゥドゥルチンデーン ウミカキミ

シェーガ シャビタラ。 

20 p.86-

87 

はい、許田の手水と云うは名高き所で

ありますが今では名所の様にはありま

せぬ彼(あ)の数久田轟は誠に奇らしき

所でござります。 

ウー、チュダヌ ティミヅィンディ イュセー 

ナダケー トゥクル ヤヤビースィガ ナマン

シェー ミーシュヌ グトゥンネーヤビラン ア

ヌスッタトゥドゥルチェー 

ドゥットゥ ミズィラシー トゥクル デービル。 

21 p.87 彼の滝は何(ど)の位から落ちますか。 アヌ タチェー チャヌ シャクカラ ウティヤ

ビーガ。 

22 p.87 大概三丈位の所から落ちますかが幅

は五六尺もありそうに見えております。 

テーゲー サンジューグレーヌ トゥクルカラ 

ウティヤビースィガ ハバー グルクシャクン 

アラ ハズィ デービル。 

23 p.87 左様でござりますか其様な処が近辺

にありますれば暑気の頃抔には別し

てよろしうござりましょう。 

アン ヤイィガ シャビーラ。ウヌ グトール 

トゥクルヌ チカフィンナカイ 

アイドゥンセー シュチヌ クルンデーネー 

ビシティ ユタシャヤビースィガ。 

24 p.87 左様でござります。 アンデービル。 

25 p.87 名護からは羽地(はにじ)の方へ御越

になりましたか。 

ナグカラー ハニジンカイガ ウクシミシェー

ビタラ。 

26 p.87-

88 

否(いいえ)、本部の方を通りましたが

本街道(ほんかいどう)は以前通りて見

ましたゆえ、今度(こんど)は嫦娥道(じ

ょうがみち)を参りましたら、近うはござ

りましたが駕籠も通いませず誠に難義

を致しました。 

アヤビラン。ムトゥブンカイ トゥーヤビタスィ

ガ フンドーヤ クヌメー トゥーティ ンチョ

ー ヤビータクトゥ クリウゥテー ジョーガミ

チ トゥーティンデー チカサー アヤビース

ィガ カグン トゥーラン ドゥットゥ ナンジ 

シャビタサー。 

27 p.88 本部番所は能き景色の所と申します

が如何でござりますか。 

ムトゥブバンジョー イィー チーチヌ トゥク

ルンディ イヤビースィガ チャー デービ

ルガ。 

No 現代首里方言 備考欄 

17 バンジュネー ジュホーコーヌ ガク アギテ

ー ミシェーンディ チチャビタシガ、チャーガ 

ヤイィビーラ。 

 

18 スーホーテンエンンディ イチ カチェーミシェ

ービーシガ、ユー チーチトゥ *ソーウゥー 

ソール グトーンディ ウマーリヤビーン。 

*国吉氏は「ウチャトール」、林氏は「ユー ウチャー

トール」がよいという。 

19 *チュダヌ ティミジンディ ッユットゥクルンデ

ー **スッタトゥドゥルチンデーン ウミカキミシ

ェーガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「キョダ」がよいという。 
**渡名喜氏は「スクタ」がよいという。 
 

20 ウー、チュダヌ ティミジンディ ッユシェー、*

ウトゥ ウッチョール トゥクル ヤイィビーシガ、

**ナマンシェー ミーシュヌ グトゥン ***ネー

イィビラン。 アヌ スッタトゥドゥルチェー イッ

ペー ミジラシー トゥクル ヤイィビーン。 

*「ナーダカサル」「ナーヌ タッチョール」がよいと

いう。 
**大道氏は「ナマー」、山田氏は「ナマヤレー」、林氏

は「ナマンジェー」がよいという。 
***大道氏は「ネーヤービラン」がよいという。 

21 アヌ タチェー チャヌ *アタイィカラ ウティヤ

ビーガ。 

*「グレー」でもよい。 

22 テーゲー サンジョーグレーヌ トゥクルカラ 

ウティヤビーシガ、ハバー グルクシャクン ア

ル ハジ ヤイィビーン。 

 

23 アン ヤイィガ サビーラ。 ウングトール  

トゥクルヌ *チカサナカイ アイドゥンシェー 

**シュチヌ クルンデーネー ***ビシティ  

ユタサイィビーシガ。 

*国吉氏は「チチャドゥクル」か「チカサルトゥクル」、

林氏は「フィン」がよいという。**渡名喜氏は「ナチヌ ア

チサクルクルネー」、林氏は「アチサルシチンデー」がよいと

する。***「トゥクニ」でもよい。なお、林氏は「ジチニ」

がよいという。 

24 アン ヤイィビーン。  

25 ナグカラー *ハニジンカイガ ッメンシェービ

タラ。 

*林氏は「ハニジンカイドゥ」がよいとする。 

26 アイィビラン。ムトゥブンカイ トゥーイィビタシ

ガ、ウフミチェー クヌメー トゥーティ ンーチ

ョーイィビータクトゥ、クリウゥテー ジョーガミチ 

トゥーイィネー チカサー アイィビーシガ、カ

グン トゥーラン イッペー ナンジ サビタサ。 

 

27 ムトゥブバンジョー イィー チーチヌ トゥクル

ンディ ッヤビーシガ、チャー ヤイィビータ

ガ。 

 



－158－

No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

28 p.88 渡口港(とぐちみなと)が前に見えます

るし瀬(し)底水無(みんな)抔の離れ島

を眺めまして随分よろしき処でござりま

す。 

トゥグチ ンミャトゥヌ メーナカイ ミーユイィ 

シスク ミンナンデーヌ ハナリ ナガミタイッ

シ ドゥットゥ イィートゥクル ヤヤビーン。 

29 p.88 其れからさきの方の模様は如何でご

ざりましょう。 

ウリカラ サチェー チャール カッコーガ 

ヤヤビーラ。 

30 p.88 夫れから今帰仁(なちじん)番所で少頃

(しばらく)休みまして百按司(むむじゃ

な)墓と申処へ参りましたが昔の人の

骨が沢山ござりました。 

ウリカラ ナチジンバンジュナカイ ウフェー 

ユクティ ムムジャナンディ イュットゥクルン

カイ イチャビタスィガ ンカシンチュヌ フニ

ヌ ウフォーク アヤビータサー。 

31 p.88 髑髏は余程大(おほき)いと申ますが実

(まこと)でござりますか。 

ツィブロー ドゥットゥ ウフィシャンディ イヤ

ビータスィガ フンヌガ ヤヤビーラ。 

32 p.88-

89 

はい、昔の人は今の人よりは大変大き

かったと見えます。 

ウー、ンカシンチョー ナマヌッチュヤカー 

ドゥットゥ ウフィシャテール グトーヤビーン。 

33 p.89 羽地田圃(はにじたんぼ)は広い処と申

ますが北谷(ちゃたん)田圃とは何れが

広うござりますか。 

ハニジ ターブックヮー フィリートゥクルンデ

ィ イヤビースィガ チャタンターブックヮート

ゥ マーガ フィルサヤビーラ。  

34 p.89 一寸見通される程さらありませぬから

北谷とは比べられませぬ。 

チュットゥニ ミートゥーサリール シャコー 

アヤビランクトゥ チャタントー フィッシラリヤ

ビラン。 

35 p.89 大宜見(おじみ)には七滝と云うがある

と申まするが御覧になりましたか。 

ウゥジミネー ナナタチンディチ アンディ 

ッヤビースィガ ウミカキ ミシェーガ シャビ

タラ。 

36 p.89 急でもおりましたし、数久田轟を観まし

たから参りませなんだ。 

イスジン ウゥイィ スッタトゥドゥルチ ンチョ

ーヤビータクトゥ イチャビランタサー。 

37 p.89 国頭(くんじゃん)は坂が沢山あると申

しまするが如何でござります。 

クンジャノー フィラヌ ウフォーク アンディ 

イヤビースィガ チャーガ ヤヤビーラ。 

38 p.89 誠に険き坂の多い処で与那(ゆな)の

高平(たかひら)辺野喜坂(びぬちびら)

座中坂(ざちゅん)武見坂(ぶみびら)抔

では大概駕籠より下りて歩行(あるき)ま

した。 

ドゥットゥ ムツィカシー フィラヌ マンディ 

ユナヌ タカフィラ ビヌチビラ ザチュンビ

ラ ブミビランデーウゥテー イィークル カ

グカラ ウリティ アッチドゥ シャビタル。 

39 p.90 どんな風でござりました。 チャヌ カッコーガ ヤヤビータラ。 

40 p.90 道が狭き上至て険阻でありますゆえ少

し間違ったら大変と思いますから駕籠

に乗りては居られませぬ。 

ミチヌ シバサル ウィーニ シグク チンス

ニ アヤビークトゥ ウフィン マチゲー シ

ーネー デージンディ ウムトーヤビークトゥ 

カグナカイ ヌトーテー ウゥラリ ヤビラン。 

No 現代首里方言 備考欄 

28 
トゥグチンナトゥヌ メーンカイ ミーユイィ、 シ

スク ミンナンデーヌ ハナリ ナガミタイッシ 

イッペー イィー トゥクル ヤイィビーン。 

 

29 ウリカラ サチェー チャール *ムヨー ヤイィ

ビーラ。 

*「ヨーシ」でもよい。 

30 ウリカラ ナチジンバンジュンカイ ウフェー 

ユクティ *ムムジャナンディ ッユットゥクルン

カイ イチャビタシガ、ンカシンチュヌ **フニ

ヌ ウフォーク アイィビータッサー。 

*林氏は「ムムジャナバカ」がよいという。 

**国吉氏によると「遺骨」の場合は、「フニ」を「クチ」

と表現することもできるという。 

31 チブロー イッペー マギサンディ ッヤビータ

シガ、フントーガ ヤイィビーラ。 

 

32 ウー、ンカシンチョー ナマヌッチュヤカー イ

ッペー マギサテール グトーイィビーン。 

 

33 ハニジ ターブックヮー *フィルサッサル トゥ

クルンディ ッヤビーシガ、チャタンターブック

ヮートゥ マーガ フィルサイィビーラ。  

*林氏は「フィルサル」がよいという。 

34 *チュットゥニ ミートゥーサリール サコー ア

イィビランクトゥ、チャタントー **クラビラリヤビ

ラン。 

*国吉氏は「イチューテーシュー」か「チュミーッシー」

がよいという。林氏も後者がよいという。 
**「クラビール クトゥ ナイィビラン」や「クラビー

シェー ナイィビラン」でもよい。 

35 *ウゥジミネー ナナタチンディチ **アンディ 

ッヤビーシガ、ウミカキミシェービティー。 

*渡名喜氏は「オーギミ」がよいという。 
**大道氏は「アンディ」の前に「ッユシヌ」を入れた方

がよいという。 

36 イスジン ウゥイィ、スッタトゥドゥルチ ンーチョ

ーイィビータクトゥ イチャビランタッサー。 

 

37 クンジャノー フィラヌ ウフォーク アンディ 

ッヤビーシガ、チャー ヤイィビーガ。 

 

38 イッペー ムチカシー フィラヌ マンディ、ユ

ナヌ タカフィラ、ビヌチビラ、ザチュンビラ、ブ

ミビランデーウゥテー イィークル カグカラ ウ

リティ アッチドゥ サビタル。 

 

39 *チャヌ フージー ヤイィビータガ。 *「チャングトール」でもよい。 

40 ミチヌ イバサル ッウィーニ *シグク ウカー

サイィビークトゥ、ウフィン バッペーイィネー 

イチデージ ナイィンディ ウムトーイィビークト

ゥ、カグンカイ ヌトーテー ウゥラリ ヤビラン。 

*林氏は「ジコー」がよいという。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

28 p.88 渡口港(とぐちみなと)が前に見えます

るし瀬(し)底水無(みんな)抔の離れ島

を眺めまして随分よろしき処でござりま

す。 

トゥグチ ンミャトゥヌ メーナカイ ミーユイィ 

シスク ミンナンデーヌ ハナリ ナガミタイッ

シ ドゥットゥ イィートゥクル ヤヤビーン。 

29 p.88 其れからさきの方の模様は如何でご

ざりましょう。 

ウリカラ サチェー チャール カッコーガ 

ヤヤビーラ。 

30 p.88 夫れから今帰仁(なちじん)番所で少頃

(しばらく)休みまして百按司(むむじゃ

な)墓と申処へ参りましたが昔の人の

骨が沢山ござりました。 

ウリカラ ナチジンバンジュナカイ ウフェー 

ユクティ ムムジャナンディ イュットゥクルン

カイ イチャビタスィガ ンカシンチュヌ フニ

ヌ ウフォーク アヤビータサー。 

31 p.88 髑髏は余程大(おほき)いと申ますが実

(まこと)でござりますか。 

ツィブロー ドゥットゥ ウフィシャンディ イヤ

ビータスィガ フンヌガ ヤヤビーラ。 

32 p.88-

89 

はい、昔の人は今の人よりは大変大き

かったと見えます。 

ウー、ンカシンチョー ナマヌッチュヤカー 

ドゥットゥ ウフィシャテール グトーヤビーン。 

33 p.89 羽地田圃(はにじたんぼ)は広い処と申

ますが北谷(ちゃたん)田圃とは何れが

広うござりますか。 

ハニジ ターブックヮー フィリートゥクルンデ

ィ イヤビースィガ チャタンターブックヮート

ゥ マーガ フィルサヤビーラ。  

34 p.89 一寸見通される程さらありませぬから

北谷とは比べられませぬ。 

チュットゥニ ミートゥーサリール シャコー 

アヤビランクトゥ チャタントー フィッシラリヤ

ビラン。 

35 p.89 大宜見(おじみ)には七滝と云うがある

と申まするが御覧になりましたか。 

ウゥジミネー ナナタチンディチ アンディ 

ッヤビースィガ ウミカキ ミシェーガ シャビ

タラ。 

36 p.89 急でもおりましたし、数久田轟を観まし

たから参りませなんだ。 

イスジン ウゥイィ スッタトゥドゥルチ ンチョ

ーヤビータクトゥ イチャビランタサー。 

37 p.89 国頭(くんじゃん)は坂が沢山あると申

しまするが如何でござります。 

クンジャノー フィラヌ ウフォーク アンディ 

イヤビースィガ チャーガ ヤヤビーラ。 

38 p.89 誠に険き坂の多い処で与那(ゆな)の

高平(たかひら)辺野喜坂(びぬちびら)

座中坂(ざちゅん)武見坂(ぶみびら)抔

では大概駕籠より下りて歩行(あるき)ま

した。 

ドゥットゥ ムツィカシー フィラヌ マンディ 

ユナヌ タカフィラ ビヌチビラ ザチュンビ

ラ ブミビランデーウゥテー イィークル カ

グカラ ウリティ アッチドゥ シャビタル。 

39 p.90 どんな風でござりました。 チャヌ カッコーガ ヤヤビータラ。 

40 p.90 道が狭き上至て険阻でありますゆえ少

し間違ったら大変と思いますから駕籠

に乗りては居られませぬ。 

ミチヌ シバサル ウィーニ シグク チンス

ニ アヤビークトゥ ウフィン マチゲー シ

ーネー デージンディ ウムトーヤビークトゥ 

カグナカイ ヌトーテー ウゥラリ ヤビラン。 

No 現代首里方言 備考欄 

28 
トゥグチンナトゥヌ メーンカイ ミーユイィ、 シ

スク ミンナンデーヌ ハナリ ナガミタイッシ 

イッペー イィー トゥクル ヤイィビーン。 

 

29 ウリカラ サチェー チャール *ムヨー ヤイィ

ビーラ。 

*「ヨーシ」でもよい。 

30 ウリカラ ナチジンバンジュンカイ ウフェー 

ユクティ *ムムジャナンディ ッユットゥクルン

カイ イチャビタシガ、ンカシンチュヌ **フニ

ヌ ウフォーク アイィビータッサー。 

*林氏は「ムムジャナバカ」がよいという。 

**国吉氏によると「遺骨」の場合は、「フニ」を「クチ」

と表現することもできるという。 

31 チブロー イッペー マギサンディ ッヤビータ

シガ、フントーガ ヤイィビーラ。 

 

32 ウー、ンカシンチョー ナマヌッチュヤカー イ

ッペー マギサテール グトーイィビーン。 

 

33 ハニジ ターブックヮー *フィルサッサル トゥ

クルンディ ッヤビーシガ、チャタンターブック

ヮートゥ マーガ フィルサイィビーラ。  

*林氏は「フィルサル」がよいという。 

34 *チュットゥニ ミートゥーサリール サコー ア

イィビランクトゥ、チャタントー **クラビラリヤビ

ラン。 

*国吉氏は「イチューテーシュー」か「チュミーッシー」

がよいという。林氏も後者がよいという。 
**「クラビール クトゥ ナイィビラン」や「クラビー

シェー ナイィビラン」でもよい。 

35 *ウゥジミネー ナナタチンディチ **アンディ 

ッヤビーシガ、ウミカキミシェービティー。 

*渡名喜氏は「オーギミ」がよいという。 
**大道氏は「アンディ」の前に「ッユシヌ」を入れた方

がよいという。 

36 イスジン ウゥイィ、スッタトゥドゥルチ ンーチョ

ーイィビータクトゥ イチャビランタッサー。 

 

37 クンジャノー フィラヌ ウフォーク アンディ 

ッヤビーシガ、チャー ヤイィビーガ。 

 

38 イッペー ムチカシー フィラヌ マンディ、ユ

ナヌ タカフィラ、ビヌチビラ、ザチュンビラ、ブ

ミビランデーウゥテー イィークル カグカラ ウ

リティ アッチドゥ サビタル。 

 

39 *チャヌ フージー ヤイィビータガ。 *「チャングトール」でもよい。 

40 ミチヌ イバサル ッウィーニ *シグク ウカー

サイィビークトゥ、ウフィン バッペーイィネー 

イチデージ ナイィンディ ウムトーイィビークト

ゥ、カグンカイ ヌトーテー ウゥラリ ヤビラン。 

*林氏は「ジコー」がよいという。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

41 p.90 茅打端(かやうちばんた)へも行きて御

覧なされましたか。 

カヤウチバンタン ンジ ウミカキミシェーガ 

シャビタラ。 

42 p.90 彼処(あそこ)も六かしい処で歩行(ある

き)て往くことは出来ませぬで匍匐(は

っ)て参へりました。 

アマン ムツィカシートゥクル ヤティ アッチ 

イチュセー ナラン ホーティドゥ イチャビ

タサー。 

43 p.90 如何(どう)云う訳でござりますか。 チャール ナイィガ ヤヤビーラ。 

44 p.90 私は気が弱くありますから前の方へ引

れる様に思いましてどうもなりませな

んだ。 

ワンネー チーヌ ヨーサヤビークトゥ メー

ンカイ フィカリール グトゥッシ チャーン 

ナヤビランタサー。 

45 p.90-

91 

成程彼処は茅を束て投ますと下に落

る間に離れ散りますと申しますが波上

(なんみん)よりはどれだけ計高うござり

ますか。 

ンチャ、アマー カヤ クンチ ナギードゥン

セー シチャ イチュル エーネー ワックィ

ーンディ ヤビースィガ ナンミンヤカー チ

ャヌ シャク バカーイィ タカサヤビーガ。 

46 p.91 波上(なんみん)の四五層倍位もありま

すでござりましょう。 

ナンミンヌ シグゾーベーヌ シャクン アラ 

ハヅィ デービル。 

47 p.91 辺戸上原(ひどうえばる)へも御出にな

りましたか。 

フィドゥ ウィバルンカイン イメンシェーガ 

シャビタラ。 

48 p.91 祈願(きぐゎん)を済しましてこちらへ帰

ります日一寸(ちょっと)参りて見ました

が平地で良い処でござりました。 

チグヮノー スィマチ クマンカイ ケーユル 

フィー イチュター ンジナービタスィガ フ

ィータンニッシ イィー トゥクル ヤヤビータ

サー。  

49 p.91 城間粉朱(ぐすくまくーじゅ)と何方(どち

ら)が宜うござりますか。 

グスクマ クージュ トー マーガ マシ ヤ

ヤビーラ。 

50 p.91 彼処も良き処でござりますが辺戸上原

は土の色が黒くて最も沃壌(こえつち)

の様でござりました。 

アマン イィートゥクロー ヤヤビースィガ フ

ィドゥウイバロー ンチャヌ イロー クルクッ

シ シグク ジョーチヌ グトー ヤイビータ

サー。 

51 p.91 夫では彼処の地が上等でござりましょ

う。 

アンシェー アマヌ チカタヌドゥ イチバン 

ヤラ ハヅィ デービル。 

52 p.91-

91 

はい、国中では先ず上等の様に思わ

れます。 

ウー、ククチュンシェー マズィ 

イチバンヌ グトーンディ  

ウマーリヤビーン。 

53 p.91 戻道(むどるみち)は其近辺でござりま

すか。 

ムドゥル ミチェー ウヌ チンピン デービ

ルイ。 

54 p.91 はい、戻道から辺戸上原へ参ります。 ウー、ムドゥル ミチカラドゥ フィドゥウイバ

ルンカイェー イチャビール。 

No 現代首里方言 備考欄 

41 カヤウチバンタンカイン ッンジ ウミカキミシェ

ーガ サビタラ。 

 

42 アマン ムチカシートゥクル ヤティ アッチ イ

チュシェー ナイィビラン。ホーティドゥ イチャ

ビタル。 

 

43 チャール ナイィガ ヤイィビーラ。  

44 ワンネー チーヌ ヨーサイィビークトゥ、メーム

ティンカイィ フィカリール グトゥッシ チャー

ン ナイィビランタッサー。 

 

45 ンチャ、アマー カヤ クンチ ナギードゥンシェ

ー シチャンカイ イチュル ッウェーダネー ワ

ックィーンディ *ッヤビーシガ、 ナンミンヤカー 

チャヌ アタイィ ビケーン タカサイィビーガ。 

*渡名喜氏は「イラットーイィビーシガ」がよいという。 

46 ナンミンヌ シグベーヌ サクン アル 

ハジ ヤイィビーン。 

 

47 *フィドゥ **ッウィーバルンカイン メンシェー

ガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「ヘド」がよいという。 
*渡名喜氏は「イーバル」がよいという。 

48 *ウグヮメー シマチ クマンカイ ケーユル フ

ィー イチュター ッンジ **ンージャビタシ

ガ、フィラチ ***ヤティ、 イィー トゥクル ヤ

イィビータサ。  

*国吉氏は「チグヮノー」がよいという。 
**「ナービタ」でもよい 
***国吉氏は「ナティ」がよいとする。 

49 グスクマクージュ トー *マーガ マシ ヤイィ

ビーラ。 

*「マーヤ マシ ヤイィビーガ（ヤー）？」でもよい。 

50 アマン イィー トゥクロー ヤイィビーシガ、フ

ィドゥッウィーバル *ンーチャヌ イロー **ク

ルクッシ イッペー クェートール グトーイィビ

ータサ。 

*儀保では「ンチャ」である（国吉氏）。 

**強調したい場合は「クルグルートゥッシ」（黒々とし

て）にする。 

51 アンシェー アマヌ *ジージカラヌドゥ 

イチバン **ヤル ハジ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ジースドゥ」がよいという。**林氏は「ヤ

ル ハジ」を省き、単に「ヤイィビール」がよいという。 

52 ウー、クニジューンシェー マジ 

イチバンヌ グトーンディ 

ウマーリヤビーン。 

 

53 *ムドゥイィミチェー ウヌ **フィン ヤイィビー

ルイ。 

*「ムドゥイィルミチェー」でもよい。以下、同じ。 
**林氏は「フィン ドゥ」がよいという。 

54 ウー、ムドゥイィミチカラドゥ フィドゥッウィーバ

ルンカイェー イチャビール。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

41 p.90 茅打端(かやうちばんた)へも行きて御

覧なされましたか。 

カヤウチバンタン ンジ ウミカキミシェーガ 

シャビタラ。 

42 p.90 彼処(あそこ)も六かしい処で歩行(ある

き)て往くことは出来ませぬで匍匐(は

っ)て参へりました。 

アマン ムツィカシートゥクル ヤティ アッチ 

イチュセー ナラン ホーティドゥ イチャビ

タサー。 

43 p.90 如何(どう)云う訳でござりますか。 チャール ナイィガ ヤヤビーラ。 

44 p.90 私は気が弱くありますから前の方へ引

れる様に思いましてどうもなりませな

んだ。 

ワンネー チーヌ ヨーサヤビークトゥ メー

ンカイ フィカリール グトゥッシ チャーン 

ナヤビランタサー。 

45 p.90-

91 

成程彼処は茅を束て投ますと下に落

る間に離れ散りますと申しますが波上

(なんみん)よりはどれだけ計高うござり

ますか。 

ンチャ、アマー カヤ クンチ ナギードゥン

セー シチャ イチュル エーネー ワックィ

ーンディ ヤビースィガ ナンミンヤカー チ

ャヌ シャク バカーイィ タカサヤビーガ。 

46 p.91 波上(なんみん)の四五層倍位もありま

すでござりましょう。 

ナンミンヌ シグゾーベーヌ シャクン アラ 

ハヅィ デービル。 

47 p.91 辺戸上原(ひどうえばる)へも御出にな

りましたか。 

フィドゥ ウィバルンカイン イメンシェーガ 

シャビタラ。 

48 p.91 祈願(きぐゎん)を済しましてこちらへ帰

ります日一寸(ちょっと)参りて見ました

が平地で良い処でござりました。 

チグヮノー スィマチ クマンカイ ケーユル 

フィー イチュター ンジナービタスィガ フ

ィータンニッシ イィー トゥクル ヤヤビータ

サー。  

49 p.91 城間粉朱(ぐすくまくーじゅ)と何方(どち

ら)が宜うござりますか。 

グスクマ クージュ トー マーガ マシ ヤ

ヤビーラ。 

50 p.91 彼処も良き処でござりますが辺戸上原

は土の色が黒くて最も沃壌(こえつち)

の様でござりました。 

アマン イィートゥクロー ヤヤビースィガ フ

ィドゥウイバロー ンチャヌ イロー クルクッ

シ シグク ジョーチヌ グトー ヤイビータ

サー。 

51 p.91 夫では彼処の地が上等でござりましょ

う。 

アンシェー アマヌ チカタヌドゥ イチバン 

ヤラ ハヅィ デービル。 

52 p.91-

91 

はい、国中では先ず上等の様に思わ

れます。 

ウー、ククチュンシェー マズィ 

イチバンヌ グトーンディ  

ウマーリヤビーン。 

53 p.91 戻道(むどるみち)は其近辺でござりま

すか。 

ムドゥル ミチェー ウヌ チンピン デービ

ルイ。 

54 p.91 はい、戻道から辺戸上原へ参ります。 ウー、ムドゥル ミチカラドゥ フィドゥウイバ

ルンカイェー イチャビール。 

No 現代首里方言 備考欄 

41 カヤウチバンタンカイン ッンジ ウミカキミシェ

ーガ サビタラ。 

 

42 アマン ムチカシートゥクル ヤティ アッチ イ

チュシェー ナイィビラン。ホーティドゥ イチャ

ビタル。 

 

43 チャール ナイィガ ヤイィビーラ。  

44 ワンネー チーヌ ヨーサイィビークトゥ、メーム

ティンカイィ フィカリール グトゥッシ チャー

ン ナイィビランタッサー。 

 

45 ンチャ、アマー カヤ クンチ ナギードゥンシェ

ー シチャンカイ イチュル ッウェーダネー ワ

ックィーンディ *ッヤビーシガ、 ナンミンヤカー 

チャヌ アタイィ ビケーン タカサイィビーガ。 

*渡名喜氏は「イラットーイィビーシガ」がよいという。 

46 ナンミンヌ シグベーヌ サクン アル 

ハジ ヤイィビーン。 

 

47 *フィドゥ **ッウィーバルンカイン メンシェー

ガ サビタラ。 

*渡名喜氏は「ヘド」がよいという。 
*渡名喜氏は「イーバル」がよいという。 

48 *ウグヮメー シマチ クマンカイ ケーユル フ

ィー イチュター ッンジ **ンージャビタシ

ガ、フィラチ ***ヤティ、 イィー トゥクル ヤ

イィビータサ。  

*国吉氏は「チグヮノー」がよいという。 
**「ナービタ」でもよい 
***国吉氏は「ナティ」がよいとする。 

49 グスクマクージュ トー *マーガ マシ ヤイィ

ビーラ。 

*「マーヤ マシ ヤイィビーガ（ヤー）？」でもよい。 

50 アマン イィー トゥクロー ヤイィビーシガ、フ

ィドゥッウィーバル *ンーチャヌ イロー **ク

ルクッシ イッペー クェートール グトーイィビ

ータサ。 

*儀保では「ンチャ」である（国吉氏）。 

**強調したい場合は「クルグルートゥッシ」（黒々とし

て）にする。 

51 アンシェー アマヌ *ジージカラヌドゥ 

イチバン **ヤル ハジ ヤイィビーン。 

*渡名喜氏は「ジースドゥ」がよいという。**林氏は「ヤ

ル ハジ」を省き、単に「ヤイィビール」がよいという。 

52 ウー、クニジューンシェー マジ 

イチバンヌ グトーンディ 

ウマーリヤビーン。 

 

53 *ムドゥイィミチェー ウヌ **フィン ヤイィビー

ルイ。 

*「ムドゥイィルミチェー」でもよい。以下、同じ。 
**林氏は「フィン ドゥ」がよいという。 

54 ウー、ムドゥイィミチカラドゥ フィドゥッウィーバ

ルンカイェー イチャビール。 
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

55 p.91 成程してそこは如何云う様子でござり

ますか。 

ハハー、アンシ ンマー チャヌ 

グトゥガ アヤビーラ。 

56 p.91 道の両方岩立で行違(ゆきちがっ)て通

られませぬゆえ、戻道と言伝えます。 

ミチヌ ローフォー イワヌ タッチ ハイィチ

ャテー トゥーラランッシ ムドゥルミチンディ 

イーツィテートー ヤビーン。 

57 p.91 御帰(おかえり)路はどちらの方へ御越

になりましたか。 

ウムドゥイェー マーンカイガ イメンシェー

ビタラ。 

58 p.91 久志(くし)から金武間切(ちんまじり)の

方へ参りましたが彼(あ)の七日浜(なん

かばま)と云う処は長い浜で歩行(ある

き)てもはかどらず誠に飽果(あきはて)

た処でありました。 

クシカラ チンマジリンカイ イチャビタスィガ 

アヌ ナンカバマンディ イュットゥクロー ナ

ガファマ ヤティ アッチン フィナラン ドゥ

ットゥ ヤヤビータサー。 

59 p.91 今日は御話を聞まして山原へ参りて見

た様な心もちでござりました。又、明日

参上致します。 

チューヤ ウファナシ チチ ヤンバルンカ

イ ンジ ンチャル ククチ ヤヤビーサー 

マタ アチャ チャービラ。 

60 p.91 左様なら何時(いつ)でも御越なされま

せ。詳(くわし)く御話し致しましょう。 

アンシェー イツィ ヤラワン イメンシェービ

リ。 クワシク ウファナシ シャビラ。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 現代首里方言 備考欄 

55 ハハー、アンシ ンマー チャングトゥガ  

アイィビーラ。 

 

56 ミチヌ *タトゥクル イワヌ タッチ ハイィチャ

テー トゥーラランッシ ムドゥルミチンディ イ

ーチテートーイィビーン。 

*林氏は「スバー」がよいという。 

57 ウムドゥイェー マーンカイガ メンシェービタ

ラ。 

 

58 クシカラ チンマジリンカイ イチャビタ 

シガ、アヌ ナンカバマンディ *ッユットゥクロ

ー ナガサル ハマ ヤティ、アッチン フィナ

ラン イッペー アチハティ  

ドゥクル  ヤイィビータサ。 

*渡名喜氏は「イッ」がよいという。 

59 チューヤ ウファナシ チチ ヤンバルンカイ 

ッンジ、*ンーチャル ククチ ヤイィビーサ。マ

タ アチャ ユシリヤビラ。 

*儀保では「ンチャル」であり、「ン」は伸びない。 

60 アンシェー イチ ヤラワン *メンシェービリ。 

クマグマートゥ ウファナシ サビラ。 

*80 代以上の話者は「ッワェンシェービリ」が良いとい

う。 

 

おわりに

１．「ドゥットゥ」をめぐって
　仲原他（2012）～仲原他（2016）でも述べたように、明治期の首里方言と現

代首里方言を比較してみると異なる部分が見えてくる。本稿では「ドゥットゥ」

に焦点をあてて分析したい。

　首里方言の副詞の一つ「ドゥットゥ」は、国立国語研究所[編]（1963）には

「duQtu①（副）duuduと同じ。」とある。そこで同書で「ドゥードゥ」を引くと「duudu

①（副）はなはだ。非常に。とても。ずっと。比較してずっとよい場合に多く

用いる。duQtuともいう。悪い場合・劣る場合にはȥooiという。～ miȥirasii 

muN.非常に珍しいもの。～ curasaN.ぐっと美しい。」と説明されている。

　「副詞」は日本語でも動詞や形容詞、他の副詞などを修飾する語であり、実

際に本稿の「本文（和文）」でも「余程」「誠に」「随分」「大分」「大へん（大変）」

に「ドゥットゥ」や「ドゥードゥ」が付されている。

　本稿で示された「ドゥットゥ」は以下のような修飾関係がみられる（首里方
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No 頁 本文(和文) 『沖縄対話』本文(沖縄語) 

55 p.91 成程してそこは如何云う様子でござり

ますか。 

ハハー、アンシ ンマー チャヌ 

グトゥガ アヤビーラ。 

56 p.91 道の両方岩立で行違(ゆきちがっ)て通

られませぬゆえ、戻道と言伝えます。 

ミチヌ ローフォー イワヌ タッチ ハイィチ

ャテー トゥーラランッシ ムドゥルミチンディ 

イーツィテートー ヤビーン。 

57 p.91 御帰(おかえり)路はどちらの方へ御越

になりましたか。 

ウムドゥイェー マーンカイガ イメンシェー

ビタラ。 

58 p.91 久志(くし)から金武間切(ちんまじり)の

方へ参りましたが彼(あ)の七日浜(なん

かばま)と云う処は長い浜で歩行(ある

き)てもはかどらず誠に飽果(あきはて)

た処でありました。 

クシカラ チンマジリンカイ イチャビタスィガ 

アヌ ナンカバマンディ イュットゥクロー ナ

ガファマ ヤティ アッチン フィナラン ドゥ

ットゥ ヤヤビータサー。 

59 p.91 今日は御話を聞まして山原へ参りて見

た様な心もちでござりました。又、明日

参上致します。 

チューヤ ウファナシ チチ ヤンバルンカ

イ ンジ ンチャル ククチ ヤヤビーサー 

マタ アチャ チャービラ。 

60 p.91 左様なら何時(いつ)でも御越なされま

せ。詳(くわし)く御話し致しましょう。 

アンシェー イツィ ヤラワン イメンシェービ

リ。 クワシク ウファナシ シャビラ。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 現代首里方言 備考欄 

55 ハハー、アンシ ンマー チャングトゥガ  

アイィビーラ。 

 

56 ミチヌ *タトゥクル イワヌ タッチ ハイィチャ

テー トゥーラランッシ ムドゥルミチンディ イ

ーチテートーイィビーン。 

*林氏は「スバー」がよいという。 

57 ウムドゥイェー マーンカイガ メンシェービタ

ラ。 

 

58 クシカラ チンマジリンカイ イチャビタ 

シガ、アヌ ナンカバマンディ *ッユットゥクロ

ー ナガサル ハマ ヤティ、アッチン フィナ

ラン イッペー アチハティ  

ドゥクル  ヤイィビータサ。 

*渡名喜氏は「イッ」がよいという。 

59 チューヤ ウファナシ チチ ヤンバルンカイ 

ッンジ、*ンーチャル ククチ ヤイィビーサ。マ

タ アチャ ユシリヤビラ。 

*儀保では「ンチャル」であり、「ン」は伸びない。 

60 アンシェー イチ ヤラワン *メンシェービリ。 

クマグマートゥ ウファナシ サビラ。 

*80 代以上の話者は「ッワェンシェービリ」が良いとい

う。 

 
言の副詞の詳細な分析については稿を改めて報告する。ここでは抜粋して示

す）。

表１．『沖縄対話』の「ドゥットゥ」と現代首里方言との対照表

データの出自 本文（和文） 『沖縄対話』 現代首里方言
第2回　No.11 余程 便利で ドゥットゥ　ジュンニ ユフドゥ　ベンリ

第2回　No.12 誠に 旅行は都合

がよろしう 

ドゥットゥ　タベー　タユイィヌ　

ユタシク　

イッペー　タベー　チゴー　

ユタシク

第2回　No.15 随分 険峻 ドゥットゥ　ナンジュ ユフドゥ ナンジュ

第2回　No.16 大分 よく ドゥットゥ　ユタシク イッペー　ユタシク

第2回　No.22 随分 慰に ドゥットゥ ナグサミニ ユフドゥ ナグサミニ

第2回　No.28 誠に 御手の届き

ましたもので

ドゥットゥ　ティーイィヌ ユカイ カワトーイィビーン。

第4回　No.31 余程 大いと ドゥットゥ　ウフィシャンディ イッペー　ウフサンディ

第4回　No.38 誠に 険き ドゥットゥ　ムツィカシー　 イッペー　ムチカシー　

第3回　No.3 大分 遠方で ドードゥ　トゥーサンカイ ユフドゥ　トゥーサンカイ
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　表１をみると、『沖縄対話』の「ドゥットゥ」「ドゥードゥ」の用例のなかで

は「ドゥットゥ」の方が多く使用される（19例）が、「ドゥードゥ」も１例の

み見つけることができた（第３回 No.3）。

　この「ドゥードゥ」に関して、話者の国吉朝政氏は「明治生まれの母親がドゥー

ドゥを使用していたのを記憶している。」と述べている（国吉氏の母は貴族階

級の出身）。用例が少なく断じることはできないが、本稿の使用例から察する

と国立国語研究所［編］（1963）の記述通り、両者には使用差があるとは言い難い。

　表１から首里方言の「ドゥットゥ（ドゥードゥ）」について以下のような分

析ができる。

①　『沖縄対話』にあらわれる「ドゥットゥ」「ドゥードゥ」は、他の副詞（「ジュ

ンニ」「ナンジュ」「ユタシク」「ナグサミニ」等）の前に用いられる用

例の方が多い。

②　「ドゥットゥ」は、現代首里方言では別の単語（「ユフドゥ」「イッペー」

「ユカイ」など）に言い替えられることが多い。

　　　ちなみに、話者によれば、首里でよく歌われる「ダンジュカリユシ」

の歌詞に「ドゥットゥ イィー アンベー」（非常によい心地である）と

いう一節があるが、「イィーアンベー」を強調して表現する場合は、「イッ

ペー」をよく使用するが、それ以外だと「ユフドゥ」「ユカイ」よりも

「ドゥットゥ」の方がよいという。

③　現代首里方言の場合、形容詞（「大きい」「険しい」「よい」など）の直

前の副詞として「イッペー」の方を好んで使用する（または「ユカイ」

が他の副詞の前に配置されることが多いとも言える）。

２．単語の違い
　今回の調査結果のなかで、以下のように語彙そのものが異なる場合もある。

ここでは「第六章　旅行ノ部」の各回から１語ずつ示す。
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　語彙に関しては、他にもいくつか違いがみられるが、詳しくは稿を改めて報

告したいと考えている。

（文責：仲原　穣）

註
１．『沖縄対話』は明治13（1880）年に沖縄県学務課によって編集された教科書である（上

下２巻の分冊）。本永（1983：554）では本書の作成理由について「廃藩置県直後の沖縄で

共通語を教えるため」としている。

２．「旅行ノ部」は、明治13年刊行の初版本『沖縄対話』では「第五章」、明治15（1882）年

の改正再版では「第六章」である（改正再版本では初版本の第八章「名詞之部」が第一章

に編成されたため）。本稿では初版本の「第六回」に合わせて番号を（6）とする。

３．当研究会の正式名称は「首里言
こと

葉
ば

の集い」で設立は1998年である。当時沖縄県立芸術大

学教授（現名誉教授）の加治工真市先生が「滅び行く首里方言を記録、保存しておきたい」

という目的で創設し、一般教育棟２階の一室で行っていた。仲原の指導教員であった加治

工先生の退職に伴い、一端研究会は休会となった。2003年の再開以降は、仲原が事務局を

つとめ、会場を沖縄県立芸術大学附属研究所へと移した。初期メンバーは中村春子氏、故

比嘉恒明氏、新垣恒成氏らであり、現在は仲里政子氏、新垣恒成氏、大道好子氏、渡名喜

勝代氏、山田美枝子氏、国吉朝政氏、知念ウシ氏、渡名喜浩子氏、林京子氏、仲原らが集い、

毎週水曜日14時から研究会を開催している。

４．ウドゥントゥンチのことばを話す人々のはあまり多くないが、中松（1982）や比嘉（1987）

でインフォーマントになっている方々であり、『沖縄対話』の話者の一人とされる「護得

久按司朝常氏」もこの系統の家柄である。

５．この首里方言に関して、本永（1983：554）は「内容は、ごく日常的な語句と会話文を

とりあげて、共通語と方言（首里の貴族語）の対訳を並記したものである」との見解を示

している。

６．本稿の話者は、首里で生まれ育った仲里政子氏（1923年生）、新垣恒成氏（1932年生）、

渡名喜勝代氏（1937年）、山田美枝子氏（1937年）、国吉朝政氏（1940年生）、林京子氏（1951

年生）、石垣市生まれで幼い頃より家庭内では明治生まれの両親が話す首里方言を聞いて

育った首里在住の大道好子氏（1938年）である。

日本語
首里方言

回 番号
明治期 現代語

誰（か） ター ターガナ 第１回 No.7

参詣 サンチー ウゥガミー 第２回 No.10

先島 サチシマ ナーク イェーマ 第３回 No.27

四五層倍 シグゾーベー シグベー 第４回 No.46
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